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蕎政経会譲葉第9巻第i畢

第3章　紬台市の市長公選運動

第i節　市長公選運動の前提

　i　戦蒲の首長公選論

　富城察の塩釜、石巻、繍台の3市では、1鱗6年護～5蕎に、飽の道察蔀毒に

さきがけて帯長公選の盤譲と運動溝成立し、一般衛民の直接選挙による市長公

選が実施された。本章の課題は、この3毒の市長公選運動の先駆牲の要馨と公

、琳r、＿｝睾　r、　1一＿識ム＿、算　　　月　　＃．帯↓　ふ　き　　蓄　ヤ　げ筋窃～　講、｝アふマ　　ナ　　も面起　ス　　　激弄　　　海蝕

選運勢1硬玉五の繭埋乞、鱗賃麟乞1甲」いごしし明り潮解」ヲリ覧こ見αフ》oホ舷、1脚

台甫長の選挙は保守と革新あわせて4候補の争いとなった献饌補者難と選挙

運動の混蔑、一般市民の無関心など地方都毒政罫の貧露な内実を露呈する結果

となった。甫長公選運動は、その後の穣台憲政にどのような影響を与えたのか、

これ・につ》、ても瞬らかにする。第i簾では、毒長公選運動の成立の前提と考え

られる諸問題について穣討しておく。

　戦麟の譲台布では、緯27年と欝鉛年の2騒の毒長選挙の紛糾を契機として、

市長公選論か成立した。第iは、簿27年7擁2紹鹿又裁三鄭市長ぶ2蟻8年の

任幾を満了して退緩し、8月欝韓出羅竜之助が新市長に選患され・た時である。

この時、毒会各派は鹿又三選滋（申立漂〉、出轟灘（政友会、民政党臥千葉

弥助灘（中立派／の3濠に分かれて激しい多数灘工作を展雛した。8月欝霞の

推薦毒会の票決は、決戦投票にもち込まれてなお由鑓5・鹿又i3・白藝5　（定

員36名／となった。そのため、薦長選考の結果、毒会内の市長灘と皮帯長諏の

蝿立が一縷深亥彗になるとともに、蜜灘毒長は斎会の遍半数の支持を獲得できず

墜難な毒政運営を余儀なくされた．

　この市長選挙が驚異から葬難された選懇は．毒長選考が驚異と黒縁の暗題の

串で進められたことに擁えて、当選した麟候補傑土木課鉛が翻か頒

中義一海溝と牛塚虎太郎祭知事の政友会拡張政策によって登場した人物といわ
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雄蕊年の驚長公選運動鋤（窮月俊洋／

れていたことにあった。溝詑新報は、市長選挙の前に、市会は前職を三選する

にせよ、新人勅を選ぶにせよ新講浸の輿譲に耳を傾けるだけの罵意解あって然

るべきだと思ふ………毒長は全湊民を代表するものである、成るべくは市会が

適任と認めると共に、霞費の輿望を撞う甫長を得たいといふことを、毒会でも

心がけて然るべき筈と考へる擁｝と述べ、市会に糞民の盤論を尊重するよう堤

糞した。縫方、労鱗農民党では．富城支部連合会が7月8馨総追兼光本部書記

長を弁士として毒長改選開題概鵯演説会を饑き、8月難総懸台支離が甫長改選

聡題溝罠懇談会を饑いて、ポ現在の毒会を改選してから市長を選挙しろ！謹と普

通選挙による叢会改選難行を主張していた｛2》また、市致醗究会、薦政革新会と

いう謡体は、「党灘的色彩茎をもつ毒長の推薦長i頬、「市震は誰人を寮長として

適任と認めているか輿論に問ふべく」と主張して毒民大会を講隣していた‘3｝、

　この欝27年の段階では、毒民の市会撹肇1は帯長窪接公選論にまで具体化しな

いまま終熄した．しかし、瞬労農党の再建灘と鮭会罠衆党の左灘を繕合して、

菊地養之輔らが結成した宮城大衆党は、欝29年欝鍔結党式を挙げると、この

臆27年の毒会撹覇の運動を発展させて、綱領の三に嗜等は地方露治体を中央

の支寵よ瞬解放し、徹底的嚢治権の確立を難ず」、散策の3に霞治体公職の直

接公選をかかげた。また、欝3i年9月、全麗労農木衆党宮城祭支部から県会に

立候補し当選した菊地は、ヂわ潜党の地方致策≦でト鍛投票による知事の公

選」を童蒙、レた繍、つま吟、直接公選論の第iは、無産政党のスローガンと

して成立した。

　第2は、欝39年6月5舜疇灘南長漢票±木課長時代の±木疑録事偉の発覚で

弓1費辞任し、2か月余にわたる市長躾補人選の難航と市会の混載の後、渋谷徳

三郎斜懸叢叢に当選した時のことである。この時、畜会では政友会、民政党、

中立灘、露紙会の各会派は5人の市長候補をめぐって会謙の統麟ぶ乱れ内部分

裂してしまった。8月3籔の推薦市会の票決は渋谷麺（敢友、民政の一部〉、

鹿又捻（中立〉、小西善七鱒（中立、民政の一部、白紙〉、籠々本家寿治2（露

紙／、佐藤長成i（政友）となり、渋谷串長は毒会（定員菊名〉の遍単数の

　　　　　　　　　　　　　　　　一3　一



行政続会読集　第9巻　第i暑

支持を獲得できず、反毒長灘の鋳害でしばらく登庁することさえできなかった。

　そして、8穣縮、市会の紛繕撰つづき講長選考が行き議まってしまった時、

若手弁護士の遠水姦鵬郎が毒長直接公選を縫超した樹。遣水は、簿2i年菜京

帝大（法〉を卒業すると、東窟で弁護士生活を始め、中央法律相談漸の片出替

や革新倶楽灘の星島二郎らとともに低生活者救護事業にたずさわるという経験

をもっていた，昏1．欝28年、遣水は帰楽して綴台毒で弁護士事務断を離業して

いた炉、議会の混乱を見兼ねて、また政界進鐵の意欲を纏めて帝政麟新運動に

立ったと思われる・ちょうどこの時、民政党本部の政務調査会に斎藤隆夫内務

次官解毒町村長の公選灘を験討させようとしていること勝報道されてお翫遣

水はその陶渡改1獲こ嬉する参考資料」を麟台毒で提示しようとしたともいわ

れた偽。

　遣水はまず、文書醍霧と演説会によって覆践の中に多くの賛詞者を求め、次

に毒会に講麟してζ一般投票で当選した人を市会は毒長に選定すべき内約」を

求めようとした．そして、もし斎会がそれを拒否しながら、しかも常長選定の

責任を果たすことができない場合は、市会の総辞職を勧告することにして、紬

台寮長公選簸戎講蟹会を結成した麟。透水らは、8月2醸長野小学校から演

説会を醗催し、聴衆にハガキを配霧して、市長公選に賛鬱する考は投函するよ

う呼びかけた．ごの演説会では、遣水に換えて致友会の遠藤実らが弁士に立ち、

参集した7総名の聴衆のほとんどが公選に賛成し、罵悪した5暮§枚のハだキでは

足管なかった購。

　溝乾新鞍は、薦長嚢接公選の実饗を蟻待すると主張し、その遷由に①一般投

票の機会に有権者はよく候補者の人物や施政方鋭を知ることができる、②衛民

の鍵論を表現するよ警金運的方法である、⑧露長の地盤を安定させその職務の

執行を容易にし、侮蔑選定の紛糾を曝避できる・と遠べていた職・ところが・

市会麟8月28馨、突舞推薦斎会を騨催することにしたため、嬬域鐸盤会は2銀

まで合計簸か勝で演説会を蕎ち講警、騒々の市会議員に毒長公選を勧告すると

ともに、遣承、遠藤の講代表が賛講者の意思をと蓉まとめて、27韓藪発議会議
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i鱗6年の寮長公選運動鱗（窮月俊洋／

長に議長公選の講慰書を提鐵した麟。8鍔3§韓、市会は諸腰を無観して市長

選挙の票決を強行し、渋谷徳三郎を権薄多数で選鐵した．期成瞬鷺会はこれに

抗議して、9月驚霞幕会続報の薦民大会を簾難して、渋谷新市長に退鐘淡議を

つきつけた。市民大会の議長は23才の青年桜井亮英がつとめたと赫われ，（勘、

桜井は簿蕗年の毒会で市長公選滋の夢一ダーとなった。

　嬬域興銀会の請顯書によれば、遣水や遠藤は綴人や灘幾間の蝿血統争で混覆

した薦会の浄化・麟新策として直接公選を主張していた．甕接公選論の第2は、

幾歳致党内の若手・革新派（漿革新倶楽部系）が藩政の新党弊達を克験する手段

として主張したのであった。

　かね　　；害密レ凌蓮の毒杢欝蟹け　　詩書杢索繍織方藪の士鮪搬羅璽1雰篠懸・圭
　d』4）、　　爆ノ」、　」斌豚vノ　壷P幽｝♪軽　1一諜一σ、、　　外低減　鋤’琳／1、〈醤ザマ’　山レ帽群／　層「「　　甚　『｛群」旨　誹　　　ノ　、

石総治らと葬主流の守屋栄夫灘、遠藤実灘との抗争がからんでいたと思われる。

この緯鎗年の市長選挙で、後半から渋谷の擁立に露熱し飽海の反発紅あって毒

会を紛繕させたのは、政友会の長老で継台雛界の総麟の轡澤薦｝であった。選

考の前半では、渋谷は民政党と申立濠に擁立され、政友会は浸渋谷の立場をと

っていた。ところが、渋谷の人賂問題が報道され毒会の大辛が一度渋谷推薦を

籔念した段躇で、予想に反して解澤が渋谷を擁立し、敢友系憲議が攣澤に騒熨

して渋谷派紅急転したのであった。遣水と遠藤の毒会撹判は、欝澤・大石ら幹

部の帝政支醍への反発でもあった。遣水は守渥栄夫衆議鶏議員の腹心であ警、

この運動から半年後の鯵綴年2焉集会補選（懸台毒〉で守屋滋の支援によって

政友会から立候補して当選した．やがて、欝34年守屋が斎藤実首櫓との覇鮭総

督癒時代の縁故から、騰浅内閣の農林激務次富に就任すると、野党色を強めた

政友会の宮城支部は守渥と遣水を醸名した〔繍。守渥は露灘会に移り、遣水は

婚36年2月中立として衆議競選挙に立候補していた（富城i琶、落選）．

　遠藤実‘灘は、書年時代から犬養毅に舗事したとともに、寮内では憲政本党

→蟹浸党の長老である沢来大鋸鍔下の大竃倫治、星廉平とならぶ三羽ガラスと

いわれた人物であった。そして、沢、天養、星が政友会に入党したのに対して、

遠藤は革新倶楽部に藤属して、欝璽年の衆議続選挙では宮城5琶で大石と争っ

　　　　　　　　　　　　　　　一　　ζ｝　皿



行致縫会誌集　第9巻　第i暑

て共に落選していた。鴛鍵年9肩の集会選挙では、政友会の公認をうけず登米

縄から立候補して落選していた。その後、欝33年の譲台議会改選後は・致友系

の新人市議の中に遠藤滋罵反幹部諏として反渋谷虹甫政浄化連盤に参擁する勢

力（森絹盛義、篠原宏、攣藤三1秋〉が影戒され、さらに鎗誕年6層の禦議補選

で政友会から遠藤衰身が当選するに及んで、政友会の中の遠藤灘の力量は増大

し、これが欝39年の政友会県支部分裂の前提となった。

　2　敗戦獲後の首長公選論

　溝詫新鞍は、数戦からig妬年4月2頒まで社説や解説罷事で首長薩接公選論

を童曝したことは一度もなかった．ただし、政治家や政党の3つの薩接公選論

を紹介していた．まず最初にそれを表窮したのは、瞬政友会支部の傍流にいた

庄罵一郎であった（，6｝。座驚は翼賛選挙に葬推薦で再選され、数戦時は柴懸榔

大海原町長、累醗村長会議会長でもあった。庄講は、溝詫新鞍の連載記事噺

聚本建設への道標まの第29罎聴治棒」（欝婚年9月2矯〉を執筆し、F疑に知

事公選を政策とする新政党も結成される状勢にあ滲といふ・果して然らば嚢治

毒町村長の熱きも先づ大衆の総意を反醸して一般公民投票によって選挙すべき

である葺〔重7｝と述べていた。庄翼は、戦時中鳩磯系の罐交会には羅していなかっ

たが、9月字句に鳩毒一郎の綴近安藤歪纏から露縷覚結成への参簾を勧誘され

ていた．しかし、まだこの時点では、東京の新党結成準備や政策立案に庄司は

瞬与していない。また、霞虫党の地方麟農政歪案は闘接公選論であったと考え

られるので、蔑司の直接公選論の鐵察は嚢霞覚でなく、宮城集内の動病に求め

るべきであるがよくわからない．この配事では、庄溝の地方麟獲改革論は直接

公選論について上諾以上の説瞬はなく、懸体嚢治強化や官鰹統舗撹判は当時の

政党人に黄通するものでしかない。

　庄罵の直接公選論の系譜は、綾の欝欝年代の活動の中に求めることができる

かもしれない．産司は欝§9年政友会系の鍼台嚢霧新鹿の記者となって以棄キ

ジスト教入道主義の立場から寮内の政治運動に熱中し、欝22年紬南馨馨縫長と
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i鱗6年の市長公選運動／3／（窮月俊洋／

なると、編集方鋭をr革新重に設定したといわれる。そして、庄競嚢身は結局

無産政党紅参擁することなく、懲27、3§、綴年の察会選挙に政友会から捷戦し・

落選をく警かえした．しかし、庄講は宮城察で大死デモクラシーから労農無産

運動へのかけ橋の役割を果した人鞠であった。鉦講が結成を健進した柴霞運輸

労働紐合は、第i次童舞大戦後禁内で最も早く縷織された労働緯合の一つであ

った。講じく、票内構の農民経合であった桃生部の鹿又農疑縫合の麟立大会で

は、労饒総譜蟹の鈴木文治、軍穰照の北沢新次麟教授らとともに、窪講が激励

演説をおこなっていた．そして、窪講はフェビアン協会に樵人し、欝25年致治

羅究会宮城集支部の準備委員をつとめて．安蘇磯雄や大由都夫を招いて演説会

を騰催したといわれる｛熱．このような経験から、塩鱒は富城大衆党の首長直

接公選論に賛罰していたとも推灘できる1獅。

　次に直接公選論を掲げたのは、馨承縫会党であ滲、重層2蕪宮城桑支部連合

会の結成大会では、政綱の一項に「知事、市町村長公選まが藤えられた蜘｝。

無産政党時代の主張の継承であった。

　第3は．富城梁鰭方譲渡改藍委員会摂内務省に1製6年圭用器黙こ上申した癖

県鍵、毒麟町村麟の改歪要綱であった。この委員会は・千葉三郎察知事を委鬢

長として、集会議員、南郷村長、学識経験者、票官吏によって構成されたもの

であった．峯時、憲法改琵草案要綱が発表される以麟に、地方毯体や懸人から

騰稗の地方麟度改正意見が内務省に上申されていたぶ・そのほとんどは麗接公

選案か、公選方法にふれない独象的な公選意見であった。それに嬉し、宮城察

の改董案は明確に知事および毒警村長の直接選挙と住民の甕接参政を基調とす

るものであった灘，。湾詫新鞍によると、宮城察地方麟度改正委員会は懲弱年

i月3購こ第i罎の委員会を麗催し、珪韓に中問答串を公表し、22馨に最終審

議の結果、改亙要綱案の答牢を上準ずることにした／鋤。この答申は、府漿講

度改亙について、知事公選の方法を白蜜立候補・一般投票によること・選挙資

賂は衆議続選挙法によること、としたばか蓼でなく、知事を公吏とし漿職員を

すべて知事任命の公吏としていた．そして、官庁事務は国家の知事への委任事

7
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務と燈置づけて、中央省庁の趨先機麗を縫方廃せし、票浸生活に縫保するすべ

ての官庁を県庁緯織内に編入・包低して、その指揮監督権を知事のものとし、

地方行敬を知事の下に一本建てとすることを提言していた。また、毒町村斜度

については、首長の一般投票による公選に換えて、町村合鎌の推進、一般投棄

による首長・議員の解職舗、首長に行政警察権を与えること、町内会・部落会

の強化と区長灘護の廃止を主張していた。

　このような首長主義と行致の一元化・効率化の提書は、委員長の千葉三郎の

羅家再建構想に羨来するものであったと思われる。この委員会については、票

庁の行致文書の中に関係資料を確認できなかったため、残念なぶらその設立の

経緯や委員の氏名が講親しない。それで、今のところ、その設立者と思われる

千葉三蕗にこの答串の地方轟治・行致改革論の横縫を求めるしか、その甕接公

選論の系譜を瞬らかにする方途がない．本節4項で述べるように、千葉知事は

遠藤実渠議と宮城地方党の支援者であり、遠藤は前項で述べたように簿3§年の

寮長公選運動の代表であったから、この委員会のジーダーは遠藤ではないかと

いう推灘も成立する解、宮城察地方鱗痩改歪委員会と遠藤宰と宮城地方党の関

係は確認できない。

　敗戦直後の9月下旬、東久遜首榔ま窟療専麟への盤論の飛報をかわすため、

そして鳩由諏と中島知久平派の新党結成を牽麟するため、民商人からの知事登

罵にむけた人事を準備していた‘鋤。そして、それに響応して自らの行数紋革・

羅家再建構想を実行に移そうとした一人静、技衛院次長を辞任したばか移の千

葉三臨蹄であった。千葉は、9月2蛤東久蓬首相に建白書を縫饑し（鋤、「我

国の翼状は上は作文行致に終始し、下は或は呆然窪失し或は極端な霞己保全に

汲々たる育雛………醸してマックアーサー講令部は能率の悪い我国行政に薄し

愛想をつかして霞ら管遷すると言ひ鐵しはせぬでせうか　吾々は之を恐れるも

のであ参ます　之に蝦して吾々は常に先手を考へなければな滲ません、マック

アーサー司令翻の命令を待つことなく当方から具体的に、実際案を提示して之

を瞬きずる心構えが必要ではないでせうかまと訴えた。千葉の構想は、「民該

8
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永遠の生存の為め蓬のGgQに対する先灘自主改革であった・そして・千葉は

新張本建設のために、①アメ夢力式教育講度の輸入、②知事に有能な人勃を醗

麗し、地方行敢を知事に一種する、中央政府は大蔵、外務、苛法運輸の4省

とする、電信電話・郵便の民開委譲、③痛察職員は公吏とする・など大胆な小

さな政府と地方分権の行政改革を提案し、罫地方自治捧に有能な人材を越すこ

とに国家の大方斜を定めなけれ、ばな鯵ませんま罫私の如きも千葉察知事ならば

嚢ま吟ます釜と自薦していた。

　やぶて、千葉は幣漂内閣の堀窮内櫓から、米軍部隊が多く駐屯しているので

米国留学や海外観察の経験摂豊富で英語のできる知事摂必要ということで、富

城集知事就任を要請され・、麓擁3蒙紬食毒に着任した・宮城棄民は・罠鶏人知

事として千葉を勧還し、千葉も多くの艦鞍広聴活動と民主的行政手法によって

それに応えていった。登用鍵曇の遜鴬集会での施政方麟演説では、千葉は、鍵

来の官僚独善と官庁依存が敗戦の主羅であったと述べ噛主饒勤の民主的経

営態勢窪と夢民隠公羅主義墨へ祭政を転換すると湧僑を表窮した。罫かつてな

い型破りの演説を聴き、議員たちは全く鍵来の拘束から解放されたごとき心地

がする達，、，，と感想を達べたといわれた．宮城察地方麟農政蕉委員会の設立と答

串は、千葉知事のGRQに講ずる先議嬉主改革の真棒化として、また集民に蝿

するr上からの民主化蛋政策の一環として実行されたものと推定する・

　以上、数戦直後の官妓桑には3つの直接公選譲解登場していた煎それらは

いずれも甕ちに地方政治費主化運動と結合し首長甕接公選運動に叢躍するもの

ではなかった。

　3　革新政党の結成

　戦後、最初に政党結成の準備を罵始したのは懸絶会大衆党宮城察連の幹部た

ちであった。鰺月i譲、菊難養之輔衆議㌶議員（27｝の露宅に、菊地、大燐修造

禿票議、、，、、賑野吉夫、、、，、佐々木更正（鋤、徳井瞬（遠欝雛の農民運動家〉、逡

晃惣作（継台市の弁護士／、菊綴忠雄ら約菊名が参集して・社会党宮城県支部

　　　　　　　　　　　　　　　一　9　一
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麟立懇談会を饑いた。そして、稜らは各都市支部と察連合会の設立とともに労

縁・農民羅合の結成を推進していくことを確認した1鋤．往々木を除けば、祭

連の幹部は右諏、中開諏に篤していた．労働運動と麟台市の纏織の中心となっ

たのは佐々木で、琵月6蕪、盤々木が委員長となって敏台支部準備委員会が醗

催され、紅筆錘の政治活動として議政周題をと参あげ斎甕縁の無籠壷に市会に

薄する監擁等を行：ふことに決1定ゑ32｝した。また、往々本はi（｝鍔i2馨塩釜港湾労

騒縫合を総織したのにつづいて、石巻、纏台の主要労纏を繕合し、鴛月蔦霞労

働総露盤宮城察連合会を結成した。劉会長には藤井善藏、書記長には鈴木善蔵、

綴織離長には木村太郎麟就任し、総瞬盤察遮は年末には難縫合6，§§O人の勢力

に発展した｛鋤。

霞城票内の謬欝鰭露
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簿菊年の毒長公選運動！3）（窮月竣洋）

　縫会党宮城娯連の結成大会は、本部から鈴本文治、野溝勝を招恥て、鴛月2

馨盤台議で聡かれた。ここでは、行動方斜として食糧・隠匿勃資、失業、住宅、

農地、戦災者の問題に簾えて、曝・市政粛1臥知事毒野村長公選、戦争責任

追究まも掲げられ・た。委員長に菊地、書誌長に大堺潜選墨された｛繍。縫会党

は、衆議続議員候補者として，まず現職の菊地（魏台毒．名取郡〉と元職の鈴

木文治（栗原郵鐵身）を擁立し、その後新人の佐々木（本吉郡／、講野（桃生

郡）、徳井（遠総都）の5人を公認した。そして。鈴木が選挙運動中の3月鴛

麟こ急死したため、講じ縫罠系の大照（継台毒、栗原郡〉が追撫立候補し、こ

の、5人で選挙戦を縫った。縫会党斜このように多くの躾補を擁立した建震は・

灘翼の均衡や宣伝のためというより、地盤の農渓総合と幹額鰻人との結びつき

によるものであった。鮭会党は察南に地盤がなく、各幹部は県詑の一一つの郡の

農浸総合（栗原郡は網倉鉱鐵労緯〉を纒有の地盤とし、鱗食毒で弁護士活動、

労働運動、薦議会動を通じた支持者を第2の地盤としていた。そのため、縫会

党の中で轍台南を主要な地盤とするのは菊地一人で、鱗台市の徒会党票は畦つ

に分かれていた．蔽選挙で鞠諏の候補選考が難航した理趣の一つ臨ここ

にあったと、懸われ，る、

縫方、共産党はi鰯年i絹i膿に宮癬1務灘・鰍放された都轍麟填

＃織方類会の議長と妙、剰織方の鵜織の再建をめざして鮪声で活動

を醗始した．また、富城地方委員会は、戦前の春年・学生運動の経験者や全農

県連（全国会議灘／の活動家が中心とな甑薮猶興（塩釜市）、撫藤宗太郎

　（纏台市／、燐原濤秀（懸台霧〉．今野健夫（遠雷郵〉、篠原源吉（登米醐、解

藤健作饒生麺らによって麟に結成さ楓塩釜毒の壌病隠こ事務辮を置い

た。繊台地区委員会の書記長には篤厚が就任した蘭。霞城地方委員会は、舞

月22嚢、臨争方録を決定し、坂猶興と燐原溝秀を衆議院選挙の候補者とした。

また、r罠衆生活問題構談霧雄を設置し、県民諸藩屡の要求をとりあげていく

こととし、当藤の行動として鴛擁23馨塩釜、25馨鱗台の護衛で布敷民主化をめ

ざす市渓大会を弾くことにした、3醇、。なお宮城県では、民主戦線結成の動きとし

　　　　　　　　　　　　　　　　一ii一
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て、欝妬年i層2蝦、鍍病醗で大異戦線懇談会が開催されたが、政党闘の兵燹

は成立せず、労働運動に鰻定して総疑盛（往々木〉と共産党（春購の協力が

成立した。その結果、2月2§籔宮城集で最初の労縁懸合統一綴織として宮城察

地方労働経合協議会（労協）が結成された。また、麟辮均騨堤曝した民主人提

連蟹に響応する動きも宮城察で具体化さ為た、3月蔦嚢「時の人」野薮参三を

招いて、紬台霧で東麓工場代表者会議が開催され．各票代表から食糧危機突破

（宮城／、戦争麗罪人追放（出形／．民主人買戦線参趨（歓鋤といった議題が

縫鐵されて討議された。この員は、鈴本文治の葬儀解麟合帯でおこなわれ、多

くの歓会運動関係者瀞参窮していた。そして、瞬雛麟台薦では、誘発新鹿縫主

催の喪主主義講演会解麗かれ、鈴木安藏と鈴木菓浸解講麟をつとめた．翌3月

蔦目、野薮氏歓逓東北大疑大会と良主戦線懇談会が麗かれ、これらに参撫した

共産党宮城地方委員会、生活擁護瞬盟、労働総瞬蟹県連、海詫新報・馨発・醍

電の各労緯など欝縷｛麟ま、3月2鰻東詑醗電本縫で民主人蔑連盟糧謡人会を瞬

催した・宮城疑主人民連盤の結成大会は、3擁鎗翼に挙行され・、農罠懸体協議

会、朝鮮人連墾、東麓大学被醗など麟新たに参撫して、鵜原内麟打倒、国費生

活安定を§藤とした。結羅、鮭会党察連は本部の方鋭に縫いこれ，に参撫しなか

った。

　以上のように、宮城羅の社共講堂は結成・再建の直後から霧散買主化を甕藩

の方鉛に掲げてお箏、これは後述の穣台市会と霞長の爵立に蝿癒したものと思わ

れる。しかし、盤台毒蔑とりわけ戦災者の生活難を背景として、綾台市における

歓会運動は欝46年2罵から懸匿鞠資摘発運動から鐡発し、青酸民主髭運動の成

立は欝妬年4月以降になった。市民にとっては、生活のために民主主義解必要

であったのだから、鰯度の買主化でなく配給行敦という内容の民主化撰まず要

求されたのは、むしろ当然であった．

4　保守政党の絃成と衆議院総選挙

保守勢力の中では、戦蒔中翼賛体鍵の非主流に置かれていた籔政友会久原滋
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の大石倫治｛、，ンと庄講一郎が、自感覚結成に参撫し、欝欝28嚢察支部結成準備

会を開催した。披らは、まず翼賛選挙の時に桑警察部長として綾らを弾漉した

杭追軍二が桑内政部長として赴任してきたため、縫会党祭支部と提携して、

その擁斥運動をおこすことにした繊。藝由党宮城祭支部は、難月25鎖懸台南

で結党式を挙行し、大石倫絵解支部長、袴照重治が幹事長となった〔灘。そし

て、当面の活動として、食糧・失業問題、溝耀改修に落手し、また婦人麟への

党勢菰大を重観した．霞由覚は策議院議員候補として、大石、庄罵のほか元昭

搬会の内海安吉（葬推薦落選、難生部）、新人の角霞幸吉（法数大学教授・牡

鹿鄭〉を擁立した解、紬台毒に地盤をもつ有力候補蒼いなかったので、早鱗忠

（禿鱗台毒会議長〉が欝蕊年3月轡虫党に入党すると、嚢ちに公認候補とした。

　飽方、翼賛体麟の主流を形成していた諸勢力は、敗戦直後、給費政党・隠秘

会系斜進歩党に合流し、霞政友会中島諏と申立・民敢党系の集会議員解宮城幾

方党を結成して分裂した。戦蕪から戦中にかけて、葬政友触民政党勢力は廉議

院選挙でも察会議農選挙でも一貫して優位を確保しつづけてきた。とくに、民

政党支部長の内ヶ綺作三郎は、憾台南を主な地盤として驚倒的な支持を毒費か

ら獲得し、鯵32年から翼賛選挙まで官妓一匿で連続4罎トップ当選を果してい

た。桑会では、蔑政党が多数派を維持し、戦時中の察会議長も民致党の簸塚千

尋（弁護士、強含毒、欝39～彪年〉南条秀夫（絵台籔麟会長．栗原郡、欝彪～

46年〉解歴錘していた．ところ摂、麟台毒選挙猛の漂会議員選挙の結果を調べ

ると、ig3｛｝年代に有権者の蔑成政党離れ、が急速に進行したことがわかる。ig談

年選挙では、相撃得票率で民政党蕊．7％、政友会4L9％と二大蔑成政党が優勢

であったが，鎗39年選挙では、罠政党28．6％、致友会2§マ％と得票率をほぼ半

減させてしまった。そして、それにかわって、全蟹労農大衆党（菊地養之輔

懲3i年）、社会大衆党（光耀修造簿35年／、立憲養歪会（菊地滝太郎簿39年）、

東方会（清野学道欝39年〉、中立（高橋婁三郎、清承源太鄭、ともに韓39年）

などの察会への進趨をゆるしていた〔姐、鱗台南における保守政党の地盤の

衰退は、すでに欝3§年代から頻著であった。
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　数戦後、i嚢昆政党勢力は讃躍秘会の守屋栄夫とともに進歩党宮城祭支部を結

成した．しかし，錘台甫を地盤とした2人の幹部つまり内ヶ麟作三郎が政界馨

退、飯塚千奪（元疑政党支部幹事長／が死去（雄蕊年8月23鱒によって姿を

消し、懲45年の宋、宮城地方党の結成によって熊谷泰事郎桑議が宮城地方党に

移ったため、懸台霞の進歩党は有力幹部を失って壊滅状態となってしまった。

それに換えて、欝弱年i鐸、公職遺敏令によって、進歩党宮城桑支部は．購子

島俊治、守渥栄夫、小出倉之助、村松久義の連人の堤職衆議院議員を失った。

それで、進歩党は南条秀夫祭会議長を支部長に選任し内ヶ麟の後継候補者とし、

身替りや新人を立てて衆議院選挙に対越したが、選挙終盤の欝46年3月3§霞に

党再建の中心であった南条蕃病死したため、纏台毒の瞬蔑政党地盤は主人を失

って縫党振躾補の葦メ懸場と化してしまった、宮城漿の進歩党は、縷疑政党地

盤の嶺壌をくいとめること欝できなかった〔勢。衆議院総選挙で数覚すると、

進歩党宮城県支離は、4月露馨役員会を饑き、本間俊一を総務委員長、替松哲

治県議を幹事長とする新体鱗を発達させた・そして、紬台市の党綴織の再建と

9層に予期された漿会議員選挙を準備するため，懸台市の商工経済会役員など

から票議候補を発擬した‘鋤。進歩党は、露見の再建に追われて紬台畜長公選

問題には全く鰐簿できなかった。

　宮城縫方覚結成の中心となったのは、栂敷皮会中島諏の娯会議員である遠藤

実（鱗食毒）、と佐藤誌代二（本吉郡〉の2入であった。欝39年、政友会富城

察支部は県本部（大養倫治支部畏、久原派〉と祭政概究クラブ（中島灘、非主

流の察議〉に分裂し、中島灘は戦時串は民政党、昭和会ととも翼賛体麟の主

流を構成していた．

　遠藤実は、敢戦を超え、衆議院選挙の皐期実施麟予定されると、新党結成の

準備委員長となって、纏諏を含めた察会議員の麟合をすすめ、i2月2壌宮城地

方党結成準備会を催台萢で聡催した。そこには、灘民政系、雛久原派を含めて

難名の漿議が参集した。そして、中央政党に依存せず新党を結成する、地方盤

蒲を強く中央に反験せしめる、地方自治を基調とした国家を実理する、といっ
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爵鶴年の毒長公選運麩／31（窮月竣洋〉

た内容の綱領、宣言を決定した、鰭。千葉三郎知事は、頃本の再建は地方からま

という旗舞に共臆して、遠藤の地方党結成にi，鱒暮鍔の政治資金を提供してい

た、尋，，．地方党の主張は千葉の国家再建構想と酷織しており、宮城察地方鰯度

致死委員会は、地方党の察議に支えられて直接公選論を提案したものとも推灘

できる．しかし、地方党の政綱は地方霞治の麹象的スローガンだけで、首長甕

接公選を瞬記していなかった。

　宮城地方覚は、i鱗6年i焉2総懸食毒で結党大会を震いた｛働。執行委貴長

には佐藤弥代二（集会麟議長〉、譲委員長には千石瀬平（築議、瞬異数党、藪

遅郡）解就任した．地方党には現職集議鴛名〔醸中島諏4、騒久原諏4、撥鬢

政4，中立5）が参撫し、敗戦当時の集会（定員39、欠員3）の適薬に迫る勢

力となった．特に、懸飾では現職4人、禿職2人の察謙こ厭で4人の毒議

が地方党の執行委員に名をつらね、披ら溢畜長公選を主張する公選滋市議（愛

薦瞬盤）の一翼を挫っていった（鼎。官妓地方覚は、幹部桑議の地盤を基礎に、

衆議院議員候補として井上東次鄭（察議、柴霞郡〉、哲谷源太郎（新潟察内政

部長、韻醐、長谷／磯仲野磯縦書、栗原翻、を予定しつづけて安部

俊吾（貌生郡／、松尾力治（難議、名取部）、高橋清治臨（絹絵大学講麟、栗原

瓢〉、佐藤忠治編（桑議、悪露灘〉、鑑々本家寿治（死票会議長、志隣郷〉を立候

補させた、、，，。宮城地方党は、総選挙で勝利して3名を当選させると、全露の地

方政党を横擬する連合会の結成をめざした（鋤。

　第2園衆議院総選挙の結果を検討して、蔽公選運動麟の｛始毒の各敢党

の勢力縫孫を確認しておく、輪台市では、前代議士の多くが退き、有力新人が

穏次いで急遷したため大混戦のま豪投票霞を逢えたが、事前の予想では紅鮭会

党が絶繋の人気淫と按じられていた、旛。投票結果は．継台市では有権者ng3捻

人、投票者73，52G人、棄権率38．6％で宮城全猿の棄権率32護％よりかな陰高

かった．とくに、女性の棄権率は婬％に達した。そして・表i2・欝のとお甑

菊地養之輔解トップ叢遷し縫会党が緩講得票率第i党．となったこと、立憲養蕉

会、新嚢本党、東麓蔑主党、醸本人民党といった舞小破党や無断属の候補解乱
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表鐙　第22圏案議饒総選挙政党麗得票数（継台斎）

窟　誠　全　察 鱗　　台 議

政党名・躾補者数　　　　　　　i 得 　　　　　　　1[数　i得票率％I　　　i　　　　　　　　I 得 票　数

i
得
票
率
％
…

縫会党　　　　　5人1
w党　　　　8　！宮城地方党　　　7　1立憲養疋会　　　3　！

i歩党　　　　　4　1
､産党　　　嘆i
��@　9…　　　　　　　　…

　　　　…奄U4，2総　　　i8、8
Q護9，護32　1　28．5
Q§4，遵25　　3毒．2　！38，357　　　4、4　」　　　　　　　　…85器7i　9・7…2鍋6i3窪　i38，284　1　唾、468，94違17．g　l

鎗，43§

Q8，684
奄〟C総凌

奄T，97i

V，2総
U，倉23

X，簿蓼

X，868

…　29．5

P　2容、9

@稔．9
P　登．7
I　5．3i　護、違

@7．i
P　7、2

合欝　　　　嘆2人i 　　　　　　　　…W75，638　　　i春§　1 i3§，946 i総

構：疑二美巽幸段i§遵6年4鰐i逢舞

ハ　　ん　ヲルぴ
∠眉建議二

F衆議院議員選挙宮城娯馨毒罰一覧表まよ彗賛三成、定員9、

表欝　第22鐡衆議饒総選挙躾補考鍵得票数（麟食毒》

氏 名 党灘　・地盤 継台議 会　　難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党
　
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党
　
主
　
費

党
会
党
党
羅
堂
堂
党
党
党
堂
堂
本
党
浸
党
人
会
党
党

会
蕊
露
鎧
漸
会
会
方
幽
会
方
方
舞
歩
詫
産
本
董
歩
露

縫
養
嚢
欝
無
縫
縫
地
察
縫
地
地
新
進
東
共
警
護
進
欝

韓
躯
忠
郎
実
造
三
無
治
夫
露
苦
行
一
一
興
躯
夫
男
吉

之
太
　
　
　
　
　
治
　
　
太
　
　
　
　
　
三

養
清
　
一
　
修
更
東
総
音
源
俊
孝
俊
塔
猶
護
哲
伴
安

他
地
壌
韓
野
瞬
木
上
石
野
磐
無
策
閥
浦
　
野
森
屋
海

　
　
　
　
　
　
々

菊
菊
早
産
丹
大
盤
発
大
嚢
賛
安
富
本
松
薮
興
笹
守
糞

取
　
購
具
釜
原
書
懇
来
台
　
誠
　
　
　
台
　
　
蟹
鹿

名
　
無
形
塩
栗
本
柴
豊
穣
　
宮
　
　
　
簸
　
　
遠
敷

台
台
台
懇
械
台
台
舞
原
生
具
盤
来
美
台
釜
滋
具
釜
盤

鱗
鰹
檎
柴
富
紬
織
縄
栗
銚
學
銚
登
撫
麺
塩
遠
撃
壌
機

2i，38嘆

工3，4縫

9，9§春

7，9蟹
7，6§9

7，i62
7，§27

5，827

4，鱗9
遵，騒5

嵯，376

謹，i35

3，7i5

3，鎗2
3，舜25

2，823

2，5妬
2，345

2，328

　7§2

67，78遵①

24，8§5

28，57玉

5§，279③

36，纒⑦
24，4鱒
27，解蓬

磐，9欝㊧
53，26遵③

25，927
33，52i⑨
37，584⑤
蓋6，85暮

鱒，285⑤

6，749

8，i62
i暮，23遂

鰺，妬i
16，§86

34，3解⑧

麟台霧で2，㈱票以上の得票者および当選者に限定した。
①～③は当選瀬縫
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懇4§年の寮長公選運動｛3｝（窮月竣洋）

覚し健絶したことが鶴台南の特豫であり、変化と混醜という数戦直後の大越霧

に共通する特嶽をしめした。また、憾台南では各党とも狂倒的な得票を獲得す

る躾補瀞存在せず、各党の得票は勉蔀市を地盤とする3～4名の候補に分散し

ていた．そのため．政党致給家蔭身やその代弁者が議長選挙に出馬するのは、

党派連合が成立しない場合は露難であった。

　5　ゼ隠退蔵犠資を隣るみに蜜せ」運動

　織台南は、19蕊年7弩欝馨の空襲で中心部と軍施設の大量を焼失し、死傷者

2，755人．被災戸数墾，933戸（全毒の23％〉、被災入舞57，3鍛人（全毒の26％）

にのぼった麟。しかし、被災地の復興は遅れ、戦災者は生活を再建するため、

猛月3欝継台毒で戦災者大会を調催し、軍払い下げ勃資の戦災者への優先醍絵、

土地国家管遜による住宅建設などを要求した（鋤。

　軍払い下げ物資など隠匿勃資に対する摘発の必要は、駿戦直後から盤台糞会

で指摘さおていた。しかし、その戦後薄策委員会の摘発監擁隊（欝45年欝欝23

弩結成〉は、千葉王難知事の擁麟によって全く鑛発を実施しなかった。そのた

め、織台毒民と警わけ戦災者の醍給不董への疑惑と醗緩行致への撹判が高まる

なかで、盤台毒は欝妬年を逓えた。i層2縮戦災者は東北戦災者更生懸を結成

し、発講議の松浦増r錨を委員長に選鐵した．更生感は、戦災者の生活権の

確立と生活勃資の公藍配給を要求していた（鋤。翌1月欝欝、麟台毒に駐屯し

ていた第九軍講令部の特務機縫C　i　cは、懸台鉄道局の倉臨から米や漕ととも

に大量の貴金属を発見し押鞍した。次にi月3§目、県詑登米郡豊婁村では、春

嚢庄次躯と共産党富城地方委員会が給米や漉を摘発し、人民警邏に移した．鯵鎗

年代羨半に豊婁材は全農全霞会議諏（篠原源麟ら〉の塾点であった。そして、

これを先駆として、宮城県では約鎗§か材で農昆委員会が結威され、鍵主宅や

樗の郷倉の隠退蔵物資の摘発と適董懸格での醗給が露始された｛識。

　2層にはいると、鱗台葎では共産党と戦災者を中心とする隠退蔵物資を、覆る

みに轡鷺」運動が連馨展開された。2月3臥共産党の春鉱層漂蕩秀らは戦
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災者更生薩の松浦、懸台青年践主主義連盤の佐々木憲勝らと其購で摘発隊を編

成し、南軽木瞬の裁懸金蔵、斜生惣畜、小林八難右衛鍔、攣勢孝太衰§、只野大

治など大商人の倉魔を警察官立ち合いのもとで公聡させ、棉奄3爵○春反、罐詰

董，総暮籍、毘薦蔦トンなど多量の物資を摘発した｛灘。これ，らの摘発麹資のなか

には、県経済部や票水産諜が数戦時に軍から払い下げを受けながら、半年賜商

人に依托し敏鬱していたもの、そして緊職員が私勧化、横流ししていたものも

食まれ、『その鐵入りの数量を全然察は書鰐できず長鋤、「早急に醍給して誤

解をさけたいと著しい答弁ま，轟8、をした。漿紡犯課長は、摘発が脅迫罪か住罎

優人罪に該当するおそれ解あると警告した解、絃愚警察当馬は摘発鎌の行動に

追■従するしかなかった。

　摘発琢の3懸体は、この事件で翫絵もされず隣るみにも鐵ない物資解まだ多

量に南海に隠匿されていることか覇窮したので、松浦宅で摘発運動幾評会を醜

き、今後よ吟組織的に摘発活動を農饑していくため・各繧各懸体に呼びかけて

生活擁護懸盤といったものを結成することにした（鋤。3鑓体の摘発予定簸翫

は、市民からの情報提供によって甕ちに毒内数十か駈にのぼ甑翌2月4購こ

は、3懸体は通町、荒町、土懸驚を摘発し、そこでは公会（継台毒の町内会〉

代表者立ち会いという新戦備を驚いた。翌2月5鎌こは、摘発隊員たちは生活

擁護講鐙の腕章をつけて、懸2の立ち会いのもと昼独勘の融合購難謹撃

澤平勝宅の摘発を実施した櫛｝．

　この運動に薄して、溺愛新報は、摘発した物資を公延な翫給ルートに乗せ、

また未摘発物資が飽琢へひそかに移動されてしまうのを防止するため、各贈屡

を網羅した人民管建委員会か公会・隣緯による禁衛懸を全寮的に結成し、倉庫

や勃資を監観することを提言した醐。摘発鎌の活動は、生活必需物資の不足

と食糧危機が深麟になっていたため、市民に共感と期待をもって注籍された・

逆に、警察の怠縷、集や統灘緯合など勃資管遅者の無責任、市内甲資産家の悪

徳をこの車群二は暴露した．摘発の結果、2選3目から6霧までの4蒙闘で・i5

の倉魔から米2，6嬢｝俵、ノ｛ンi5｛垂箱、縫奄6，8（X擾更、繕姦叡）G反、ネノレ3（｝（｝変更、靴
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臆妬年の市長公選運動／31（窮月俊洋〉

9，6§§是、ガソ夢ン85罐など匿饑餓せまる一般市買にとっては喉から手の樵る

ものばか瞬｛鋤大量の勃資が摘発され、その飽衣脹、毛姦、雑貨類は数え切れ

ない程といわれた。その後、綾台毒での摘発活動は、3醗鉢と警察の二本立て

で2月下旬まで継続した。2月墾難ごろから、石巻湊と塩釜講でも生活擁i護懸

盤支部と労働縫合によって摘発が実施された。

　共産党などの摘発運動に徳撃をうけた票当馬の最応は迅速かつ柔軟であった．

2月4嚢、漢条秀夫集会議長らは野村内政部長と会見し、察峯矯の怠慢を携覇し、

嚢ちに全集下の勅資保管と適歪な醗給について対策を立てるよう注告した馳．

千葉三躯知事は、2月7臥墨髭運藏勤資配給促進委蚤会を設置レ、委員を錘

余した〔鰭。瞬委員会は、知事を会長とし、漿庁1こ本離、各部題方事驚辮に支

部を置き、次のように委員には祭部課長、官公署長とともに纏台南選鐡の集会

議員、革新勢力を含めた致党・懸体の代表、新鷺縫の代表を網羅するものであ

った｛輸。

宮城県退蔵勃資醍給促進委員会委員

際会議員〕

薦条　秀夫（進歩党〉

熊谷泰事郎（地方党〉

高橋喜三郎（地方党〉

清水源太難（地方党〉

〔政　党3

陽子島俊治（進歩党〉

大石　論治（露密党〉

菊地養之輔（糞会党／

菊地清太臨（養藍会〉

振　　猶興（共産党）

佐藤弥代二（地方党／

清聾　学道（協野党1

圃　体3

佐々木更三（労働組合〉

被井　　麗（農民縫合〉

大沼　　康（農業会〉

吉塚　克彦（消費組合〉

宮城音豆銀（東詫技術会〉

小野　玉枝（婦人代表〉

騰馨　孝章（公会代表／

松浦　増一（戦災者〉
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小林　藤吉（湾詑〉

佐辮篤右衛醒（朝暮）

中材　充一（毎欝

蒲地　　競（議i売）

雛率　豊吉（産経〉

藤井撰次郎（莫瞬〉



行政社会蒲集　第9巻　第i号

　そして、2月欝欝、紅食糧其ノ飽生活必需物資不足二暴露スル歓会不安ヲ防

銑シ民生安定ヲ図ル要緊饗ナルニ鑑ミ、退蔵勃資及集積勅資等二村必要ナル調

査ヲナシ其ノ金運釣籠給麺遜ヲ促進スル鎚覇ことを§的として、第i醗委員会

が察庁で醗かれると、共産党や戦災者更生懸の摘発隊員たち鱒委糞瘻の後方に

ひかえ、委農会のな吟ゆきを監視した．そして、議事にはいろうとした矢先き、

松浦委費麟ダ委員会の顔ぶれを見ると傍観する灘の人ぶ多邊ぎる・遠かに委員

の顔ぶれを替へてやり直すべきだ猛と発言し、共産党摘発隊の篠原源吉は後方

からゼ摘発隊の代表で委員会を講成せよ謹と主張した（67｝。共産党は、結果的

に食糧大農管遅だけでなく、参擁による醍給行致の民主化を主張していた。そ

のため、罫官製委員会に擁等の発蓋権なしとして痛烈な挺甥繕聾を受け遂に隅

委員会は御破算」となり、人選を改めて再畿発することになった。千葉知事は．

2月欝欝結成準備委員会を聡いて、春銭、菊地、挫浦ら縫其両党と戦災考更生

懸の代表と臨議した縄｝。

　地方、摘発活動に成果をあげた共産党、戦災者懸盟などは．2鍔6馨戦災者

更生懸事務訴で宮城地方生落擁護露盤の結成準備会を籠催した。そして・新た

に社会党と労働総懸鷺を代表して佐々木更三がここに参撫し．案下の政党政諏、

労農・嫌人・文化懸捧、公会に参撫を錘びかけること民主戦線の一環として

運動を展翳することを決定し、県の醍給鍵進委員会の動向については当面な参

ゆきにまかせ、摘発物資の麺分は公会の意向を尊重して人民管理委員会の結成

をめざすことにした（、，｝。富城地方生活擁護講盤結成大会は、2餐i7甕穣台毒

で雛縫され、松浦増一を委轟長、燐原濤秀、佐々木更三を謝委員長に選霞し、

摘発物資の蹄時醗給、悪質懸医者の厳罰という大会決議をあげて、翌蓉それを

千葉知事に手渡した（観。

　2月鰺馨、県の醍給促進委貴会は再発達し、運営方鎌を改めてギ民廉の意志

を尊重し戦災者、引揚者、一般漁民を第一主義として麗給を実施紅うつすまこ

とを翼的とした。また、鍵人の委員は、知事の任命でなく、次のように各懸棒

推薦によって選鐡することに変更されたσi｝。委員の講成は・各勢力代表網羅
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雄蕊年の薦長公選連覇麟（窮月俊洋）

生活擁護瞬盟6名　書誌機罷6名．灘総統麟鑓体5名、貨勃嚢動華総合i名・小
運輸縫合i名、鉄送馬i名、住宅営鑓i名、医練会i名、農業会i名、県会3名
懸食毒長、漂蕩長4名

璽から摘発・醗給実務塑に変化したといえる。県醍給促進委員会は、2月欝韓

から活動を饒嬉した。

　つづいて、醍絡縫進委員会の継台支部は、2月23羅毒役務で結成され，、支離

長に今村裁志市長、委員長に地覆哲太鋸勤役、調査蔀長に上燐名銭雄謙譲、醍

絵部長に中野忠治講談が就任した．委員の構成は次のとお警であった｛驚。

盤活擁護瞬盟艶名、公会長講名、統講縫合4名、溝詫新報i名、賎麟会i名、食
娘盛獄雪か　　’豊野遅ム銑こ舌賦薄々　　歯糞受菰　　讃藪ま露9タ＝　叢㌻餅嘉餐夕
煙轟鑓　工　！P、　　1繰　欝蛛題1貫撃　」r4」、　　牽群鰯uノ鱗、　　『四醤細A　一　　一、　　『“A『ノ孕A▲－　一

　支部の欝的は、委員が証標をつけ警霧の立ち会いで幕内の隠匿勃資を調査・

接発し、その公正迂遠な醗給を促進するもので、2月25～27騒を第i醸講査期

閤として活動を騰嬉した。瞬支部の講査瑳は、25饗には二舞慰、詫材本町、藤

野、東七番丁、長野、中縫方藤の濤疲や工場の倉庫を調査し、2醸には掃部下、

原簿苦竹、棄十番丁を調査して、各々大量の退蔵贔を発見した。

　この察と毒の緩緩鍵違委農会は、革新勢力による摘発物資の人民管理（翫絵

行敏権の奪取／．を陞止するかわ鱗こ、生活擁護講盤の摘発活動を公認し・それ

を県と藩の醗給行政の中に包摂してしまおうとするものであった・逆に・生活

擁護講盤はこの委員会の活動を通じて、上から公共嫉を獲得しナ醒給行政への

参離と公会長、鳶の影響力拡大を再籠にした。

　しかし、講者の密舞は短蠣簡で破綻を遵えた。瞬馨の衣食にも霧る毒罠の

窮実な声を無織して票庁鰯で娃擾発物資の醗給をサボ夢無韻ぶ鯵鳶、丞、し嘘〔翰た

ため、これに業をにやした生活擁護懸盤輪台支部は、一方で醍給促進委員会と

しての合瞬摘発活動を賦イ葺ットし．縫方で3舞欝韓薦役辮一公会長の行敢

捲導ルートを舞濡して公会代表者i§魯名を南後瀬に参集させて摘発物資の患銭

管遜委員会を結威することを提案した。公会長縫も罫今嚢の食糧亀機は官庁に

　　　　　　　　　　　　　　　　一2董一
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頬って決して解決：鐡来るものではない」という生活擁護講盤の説競を了解して、

各公会にこれを持ちかえ鯵、近嚢中に第2繕公会代表音会議を灘催することに

した．この会議に公会長として鐵癒した福島栄吉、野露清麗の両鶴台霧議は事

態を憂慮して、翌3月鼓馨の毒会で、駿藤から連絡があ吟、配給晶の打合せと

いうから愚癡したら、醗給管運委員会の結成大会であった、これ’は破らの選挙

運動である、市後瀬の集会室を選挙運動に綾絹させてよいのか勲＄と毒当局を

難詰した．その後、生活擁護懸盤纏台支部は、鶴台寮費翫給管理委員会を結成

した。しかし、醍給の人民管理は実施できず、3穣8欝、その代表鶉名が今村

市長と千葉知事を訪腿し、擁発隊が摘発した隠退蔵物資は簿時寮費に醍給せよ

（小差舞は学童給食に、罐詰鑓万懸は一般薦疑に〉と要望し、そのあと街頭デ

モを実行しただけであった｛職。

　縫方、2鍔鋸霞、石巻毒でも生活擁護懸盤、石巻合講労働縫合、共産党春巻

地区委員会の共催で、食糧竃機突破甫蔑大会が挙行され毒罠8総名が参集した．

そして、そこでは隠匿物資の摘発成果の発表、市費生活必需勃資管理委員会準

騰会の結成（各労懇、各時内会からi名づつ委員を選患／にとどまらず、罫軍

敬鐵物資、隠退蔵勃資の醗緒にあた参集戻の要望に反する醍給を行った千葉知

事、麗係各課長、戸坂地方事務議長、岩綺毒長の職務怠慢を追究繕弾し、責任

者の総退瞳を要求する」という緊急決議を満場一致で薄決した｛職。隠匿物資

問題をめぐって、ここで祷めて察・市当局者の辞錘要求が革新勢力から提示さ

れた。

　また、塩釜市では、2月22欝、生活擁護購鐙支部と幕内53の町内会長の台詞

の摘発勅資醗給協議会が罷かれ、薮猶興（共産党〉を委員長、千葉太治鋸（佐

浦瞬会長〉、桜井伝玉躯（権の宮町会長〉を翻委員長、新井濠勇雄（労働総詞

懇／を摘発部長、泰井善麓（鮭会党／を審査部長、菊地弥太難（尾島町会長／

を管理配給部長に選懲して、2月懸嚢の火災にあった倉籏から救饑した衣料贔

i万反を、統麟総合の許可をと吟つけて町内会ルートで市蔑に醗給することに

染む懲した（隔。県盛穏は「人買管理は絶薄許可せぬ重と主張して、摘発衣料

　　　　　　　　　　　　　　　一22一



欝4§年の事長公選運動織（窮月俊洋）

贔の票への弓終渡しを毒令したので、薦灘まこれに懐激し、換字紛声がたかま

った｛漸。

　以、とのように、2肩初旬以来の盤台市などの隠退蔵物資摘発運動1嵐生活勃

資の摘発に大きな成果をあげ、一方で察・薦行政に参越するとともに、織方で、

革新勢力と町内会長との共騒を実現した．そして、それによって凝結行政の買

主化をある程度達成したといえる。しかし、この運動は、配給権罎をめぐって

祭憲羅と蛸立したまま、3肩中旬から膠着献態に臨って終熄していった。この

運動は、霧長退瞳から薦長公選運動へは直接的には発展しないで、運動の捷い

手たちは総選挙震争へと突入していったが、一か月後、革新勢力と町内会長が

薦会撹報から市長公選運動に立ちあがる前提となる経験であった．

　3月にはいり、宮城梁の食糧羅題が深亥蟹ヒすると、察当局と革新勢力の対1立

点は、都毒内部の隠匿物資周題から農家の供米への強権発動問題へと移行した。

　6　翼賛斎会と薦長

　戦争末類から敗戦直後にかけて、憾台毒民の闘には、銃後行致および戦災復

興行政をめぐって今村裁志議長への不満がたかまった。しかし、戦時中から継

続した市会は、市長と薦致を挺凝し施政麟新を求めながら縞馬今村毒長の邊陣

を主張できないまま、i鱗§年4擁をむかえた．そして、この霧会の無気力に反

発して、薦民の毒会幾甥から毒長公選の選1論が形成されたと思われる．まず、

今村毒長選鐵までの甫長一毒会縫係について賂遠しておく。表意～i6は、勧台

市会改選時などの党濠饗構成、寮長改選時の毒会の投票結果、毒長と市会議長

を、欝2G年代から数戦傷後にかけて一覧表にしたものである。

　鶴台毒では、屡露戦後から第i改選雰大戦後まで政友会系糞力蹴舞人（実業

連合会〉と葬政友系の中堅商工業者（懸台商工会〉との懸立が激しかった。ま

た、講じ時期から五大事業（南区改正、市営電気、毒街電車、あ下水道、公璽

緑地整備〉を内容とする都南計錘事業と商業・軍事・行政都南から工業薬毒へ

の飛躍が市政の目標となっていた嚇．そのため、毒会では、第iに市致界の

　　　　　　　　　　　　　　　一23一



行政雛会議集　第9巻　第i号

表麟　鱗合帯会の党濠驚構成
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婚46年の市長公選運動｛3）（窮月竣洋）

表絡　纏毒毒長と露会議長
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ig42．§～護§．8

ig透5．8～護7．4
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　党・会灘
政友会（清舞会〉

申立（旛政懇詩会〉

中立（第政懇話会）

車立（牢獲会〉
エ　　　　モ　ラ　　　　ノ　ム　ザ　　　　　ヤ

甲量t》鑑箕メ
申立（中蛋会〉

中立（奏歓会〉
申立　（青酸浄乾連盤〉

中立（愛宕会〉

申立（毒友娯楽部〉

党振鰐立を克撮するため、毒内の政財葬人や毒会の一滋のボスではなく、党灘

を超越して市会の満場一致の推薦を得られる人物を、第2に大都毒行政の專闘

家として、あるいは中央省庁に発書方をもつ知事・長官級の大勃官吏を、市長

として輸入してくることが帯長選鐵の目的となっていた・

　ところが、堤実の寮長選挙の結集は、玉927年と懲鎗年の毒長選挙を典型とし

て、輸入人事のデメ夢ットばか参が露呈し、選考時の候補者難と斎会各源の分

裂・混鼠、就任後の甫長と毒会の韓立麟深灘化し、議会の融融にも大勃寮長の

獲得にも失致して、毒会の紛糾をく警かえすという歴史をたどってきた。そし

て、戦時中の盤台毒致の特織は、市長灘と反覆長派の韓立航争の中で、渋谷帯

長、，玉｝ぶ毒政初の三選を実現し、さらに市会に事長薩系議員を育成して軍塚滋

（養歓会〉を結成させ、腹心の一年生議員である単数忠を市会議長に据えたこ

とであった。そのため、婚42年の憐台毒致では渋谷毒長篇早塚議長を中軸とす

る渋谷体講を継続するのか、終了させるのかを争点として・反渋谷灘（鈴木重

　　　　　　　　　　　　　　　　一25一
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兵籍／と渋谷派（草薮忠〉の勢力が縫縛し、5月の翼賛毒会選挙と8～9丹の

毒長改選が、再考鰐立の淡戦場となった。渋谷諏は、渋谷毒長の罎選と軍壌議

長の再選を実現して渋谷体調の確立をはか参、渋谷畜長のもとで鱗台塩釜総合

麗発講懇を実凝しようとした，それに薄し、反渋谷諏は講会各灘の渋谷・草薮

への不満を糾合して．単極の遠敷と渋谷退瞳をめざしていた。

　盤台毒の翼賛市議繧補銓衡会は、i興2年4罵27月、地域代表23名と職域代表

23名を溝成員として縫催され、一力次難海認新穀鮭長が会長に選患された。こ

れには、市当馬と毒会からは一人も参擁しなかった。そして、逢月29騒、銓衡

会は市会の定農と鰯数の襲名の推薦候補を決定した（泌。銓衡会の推薦基準は

不瞬だが、推薦からもれていた早擾忠湊会議長は、それについてギ顔ぶれを見

て考へさせられるのは銓衡委員はあま箏斎会を見て居らず、地域・職域だけを

重；醸した感渉深い」｛紬と述べた。推薦躾補襲名のうち、廃職毒議はig名で、

さらにそのうち鐙鰻年に合憐した新市域（高砂、岩饗、率遜、六擦、七縄〉選

鐵の毒議を験くと、銓衡会が推薦した鍛市域の糧職薦議は欝名にとどまった。

そして、結果的には、この欝名の瞬党灘は政友系8名、中立灘6名．民政（草

薮〉系i名であ撃、早薮滋と罠致系の議員および左右の新興政党系議員撚推薦

されなかった。逆にいえば、現職毒議からは地鐵・職壕の無益代表として灘政

友系と中立諏の長老・有力議員が推薦されていた。また、新人の推薦候補には

公会長、逮役軍人、弁護士，医麟が多く㈱従来市会の半分を右めてきた商工

業者の比重が低くなった。

　ところ麟、5弩にはい穆実醗選挙運動が開始されると、推薦候補襲名のなか

で立躾補したのは理職ig名、新入i3名の32名にとどまり、逆に農立鷺葬推薦候

補が乱立して、鱗食毒の翼賛選挙は現職39名、新人57名、合謙蝿名が立候補す

る大混戦となった麟書。単数議長は、銓衡会に反発し、「推薦繕は憲法違反まと

主張して葬推薦を強調して立躾補した鰯｝。草薮の伝記によれば、この時躰鶴

夫票知事が退官後に纏台市長に就緩しようとしていたため、県警察当縁の単数

諏への選挙干渉が激しかったといわれる。
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1鱗6年の毒長公選運麟鱗（窮月俊洋〉

　そして、5肩欝欝の毒会選挙は投票の結果、当選者のうち推薦22名・葬推薦

22名の講数とな蓼、現職25名、新人欝名であ撃、このうち公会長は2i名に達し

た．また、草薮滋の現職違名が落選したにもかかわらず・依然として渋谷毒長

支持灘ぶ毒会の遜準を麟した。非推薦では、賑罠政党の中野忠治撚トップ当選

し、皐藪議長も新興政党の現職も当選した。つま甑銓衡会の推薦も反畜長派

の皐坂遺敏もここでは成果をあげられなかった。6擁4乾霧会は反議長派の

長老である鈴木重兵籍（推薦、当選7國、牢立派〉を議長に、トップ当選した

中野裁台俳推薦、当選堀、1眠政党／を墓犠長に鵜の掠手で選鐵し島

　しかし、6丹ig醸から箪飯醜議長の選挙違反（騨中見舞による議長職再選の

ための毒議候補買鞍容疑〉で、累警察当局による単数滋と非推薦の幕議への召

喚解始まった。そして取穆調べをうけた毒議は欝名に達し、8月欝欝までに畢

教を含め皐薮諏の7名の商議が辞錘を余儀なくされた（冊。この事件で、毒会

から攣籔派は欝験され、市会の抗争は反露長諏の勝利に帰した。

　8月下隻鐸こいた駐、渋谷帯長の任難が迫ると、渋谷は「議長の空瘤は毒政の

大掻失ま，、、，と主張して、あくまで懸選をめざす姿勢を崩さなかった斜照政友

会支部長の大石論治と鈴木、中野疋灘議長、籠藤手兵籍毒議ら市会各諏の代表

は、ゼ縛縁下市会の薄立や毒長の快戦投票は聾ましくないまと渋谷を説得し、「後

継者は大継台建設訪露の継承者」を条件として、渋谷の鐡馬を撤醗させた｛鋤。

　反寮長諏は、早薮遺教と渋谷退締に成功し暴的を達成したが、後猛毒長につ

いて腹案があったわけではなかった。薦会各派は、協議の結果、①全会一致で

推薦できる人物，②纏塩合爵・総合麗発議懸の継承者、③鱗台毒になじみのあ

る人、を条件に前知事の芦塚九一郎を候補にあげた。戸塚は鰺3§年に渋谷南長、

金森誠之内務省紬台土木事務翫長とともに麗発計癬立案の中心人勃であった・

ところが、鈴本議長が上i豪し戸塚に議長就任を懇請したが、戸塚は病気を遷醸

に園辞し、毒長選考は熱紙にもどってしまった醐。そのため、市会は官賊累

鐵身の宮濠退職者として、中綴望（元大阪懸知事、元復興局長宮瓦千葉了

　（充新潟桑知事〉、菊由嘉男（元宮城漂知事〉、出綴梅二中将・今村裁志（元権
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太庁長官〉などの名前をあげ、今村に蝦象をしぼって交渉した結果、就任受諾

の意陶を確認できた。9月欝醤、継台斎会は鈴木議長の提案を全員の按手で支

持し、満場一致で今林を議長に推薦した‘鋤。

　鈴本議長は夢従三位勲二等，嚢本の大毒長だよま「これほど混乱なく市長ぶ決

まったのは毒政はじまって以来；窮めて」（鋤と遠べて露長選考の成果を麹聾した．

志会は、戦時下という厳しい精勢の中で、塩釜市との合併や大工業地帯の建設を

推進するには、知事や懸露長よ彗位酷勲等が上の大物毒長解不可欠であると判無

し．今村新霧長に大きな幾待をかけていた。しかし、わずか2遷閥の選考擬闘

の中で名前溺あがったにすぎない今村毒長案について、今村にも毒会にも準備

潜なかった。また、発樺太庁長官というだけで、懲治行政二金クノ素人」（働

の今村に、大都養行政の手麗や憲庁内職員への捲導力、市会との調勲を期待す

るのは無理解あむ、満場一致で大勃市長獲得とは、市民・議会から遊離した無

能な独裁者を輸入してしまうことでもあった。

　今村梅長に鰐する市会の薄徳は、就錘後工年闘は発意的で平穏であった。し

かし、欝姶年の末期から少数の衛会議員は毒会の場で公然と帝政幾覇の漢讃を

展臠するようになった．薦議の憲政撹報の背景には、労力・資材不足で霧の銃

後事業撰低滞したこと、今糧翼長解毒の幹部を輸入してばか吟で内部昇賂人事

を行わなかったため職員の士気が低下したこと．そして、これらに難し今村議

長と地覆哲太躯豹役（鴛艦年7月、東京都下谷猛長から輸入〉潜有妙な繋策を講

じることができず、その無為無策ぶ蓼を露呈したことであった．太平洋戦争の

聡始で、紬塩総合雛発計藤は中働とな静、それにかわって宮城部多賀城餐に海

軍工籔、鶴食毒東部の原町に陸軍工癒が建設され、盤台市では南部の長町地匿

を幸心に軍需工業都毒化ぶ進展した。軍当馬からは、海軍工購甦こだスを礎撰す

るための露営ガスの拡張事業と、陸軍工織の工場薦地、労働者住宅、遵露整備

などのための原町地区の都議計藪が盤台霧に要求された．また、戦時体譲塑強

化されるにつれ、毒会はますます形骸化され．市長主催の公会畏常会（大政翼

賛会市支離の纏力会議〉が薦行致の中心機縫となっていた。しかし、今村毒長
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爵薦年の毒長公選運動｛3／（窮月俊洋〉

は庁内の部課長や地域の連合公会長を掌握して毒行政の低滞を克醸するだけの

手騰を発揮できなかったようである。

　欝蕊年捻月露馨、片平愚夫斎議（東亜連盟、葬推薦〉は南会で、渋谷幕政の

鴛年間で毒吏は盲縞ミ嬬ッテ贋ッタノガ………今村現市長だ就任サレテカラ一

年有余、購緋常二遺憾偲フノノ燐ノ吏員ハ縦・二鴛ヘテダ曝ッテ了ッ

タ董と今林毒長の捲導力を窺報した。また、滝野学道毒議（檬東方会、非推薦〉

は、欝毅年6肩i蒙の議会で、鱗台毒の翼賛会や公会長常会は存在懸纏がないか

ら解徴せよ、怠穫な課長は交替させよと遠べて今麺市長にその実施を追ってい

た。そして、欝45年i月6嚢、議会に鐵籍した28名の市議は連名で部課長の交

替と霧長の施政への儀念の確立を要求する顕露致麟新二縫スル意見書」を縫鐵

し、総員賛成でこれを決議して今林市長に送付した。戦時中の翼賛毒致のもと

では、これは異鰯の事態であ導、翼賛の名とは裏腹にすでに今樗毒長から斎会

も公会畏も離反していたと思われる。

　しかし、結罵戦時中は公然と今村市長懲身を概親しその退鐘を要求する動き

は毒会に鑛在化しなかった。敗戦薩後の鷺蕊年8肩総鉱毒会ぶ開催されると・

鈴木重兵籍は斎会議長を辞任した。鈴木は・そ為によって今赫擁立の責任をと

り、あわせて今赫毒長に暗に辞任を迫ったものといわれた賦今村毒長は患麺

進退を明確にしなかった。9月になると、継台毒の戦災復興の遅れを遅霞に毒

民の憲政への不満解たかまったらしく、溝靴新鞍は懸台霧散に講ずる毒践の

態度は全くあいそうがっきたの一語につきる………今林議長は決して毒民に難

して良、む的なものではなかったし、しかもその鉄面披と強心臓には曖然たらざ

るを得ない、一々開題を取鯵上げて見る余撚のない程全面的に無能だった」（鰯

と今村市長への畿覇を公然と醗始した。そして、「最近一部の毒会議員斜動き

饑し市政革新を説き出したが、額癒通穆うけとるのは準誕である、今村幕政と

隅穴に居たのだから反省すべしまと遠べ、溝麓新報はむしろ毒会の責任を鶴題

にした。

　舞台市議毯は、9月戦後繋策委員会を設置して、欝月9馨から東北、詑襲東
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の戦災都旛の復興事業を窺察した。そして、欝野吉夫（鍛社会大秦党、非推薦〉

と上鱒名武雄（皇道会、非推薦〉の雨霧議が中心とな静、26名の薦議の講意を

得て、飽の都講と比較して麟合憲の食糧・住宅認策の遅れが著しいと主張して

臨時斎会の騨催を今村市長に要求した（㈱。その結果、臨時市会は矯鍔鎗欝～

玉鍔i臨こ灘催されたが、患鷺議員は32名にとどま鯵、紅議場頗る低調で迫力

を欠き、予想された市長弾劾は不発におわった。ここで桜井亮英市議（東亜連

藍、非推薦／は、置今舞市政が毒蔑の不平の的となってみるのも結罵申長一騒

人の責任といふべきではなく部課長全員の責に帰すべきである、この責任を負

って毒長以下全部課長総辞職の決意潜あるかどうか、竣はまた総辞職を賭けて

全員奮起するの寛徳があるかどうか」と議場を緊張させた。しかし、森絹盛義霧

議佃政友会遠藤灘、葬推薦〉が、瞬遇講の無態は毒会の責鉦である、この諜

市長の答弁を留保するよう希望する淫と発書し、それ以上の畜長撹報の発言を封

じ込めてしまった醗。演詫新i鍛は、この毒会の無気力の裏には今林斎長と脊力

議餐の闘の取鞍瞬きがあったと分新し、「復総立ち遅れ欝本一と書はれる髄台の

市会は臨時会の結果を通じて全議員の猛反省解要望されてるる」と毒会を概醤し

た｛鰍。溝北新鞍によれば今林市長は有力議員に薄し露己の退緯の絹意と後任

選考での支援をほのめかし、当麟の議政運営への協力を有力議員から取鞍つけ

たといわれた。

　その後も、溝北新鞭は鱗台南会を幾覇しつづけた。鴛鴦2§購こは、離籍の霞

会全鍛委員会が定員に達せず流会となったことを取蓼あげ蓄戦後復興の遅幾を

鳴らして蜜騰を非難した市会潜総額六百万鍔に上る緊急復興予算等を手にしな

撰ら審議の定員すら揃へ得ない無責任について、南疑の非難轟々たるものがあ

る」鱒1と遠べた。また、翌欝妬年2月28霞の予算毒会も、鐵癒議員貿名で流会

となると、海詫新鞭はゼ纏台霧会の怠縷ぶりは戦時中から甚しく、殊に終戦後

に至っては度々流会の醜状を繰返して市民の非難を買ってみる録醐と違べて

いた．つま箏、餓台毒民の今村市政撹甥は、その議長を輸入したまま無為に妥

臨をつづけてきた薦会へと撹料の矛先を向けるようになっていたと思われる。
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欝46年の毒畏公選運動（3／（窮月俊洋〉

鮪靭戦時戦後轍は、すで納繍態厳くつづきながら鰻も市会も

その責紐を醗確にしない事態のなかで、懲46年逢鳶を逓えた。

　築3章　第i簾　浅
緋　河詫新鞭ig27年7篶2巽　r桂説　斎長分鶴題・斎会の態度雄

②溺噺轍鱈．8．iが労灘儲支講談会ま労離臨麗ig2乳9・麟縮

蔽縫購臓労麟支纏戦勇齪§年6髄編駆で議会選挙垂轍
糠格が羅され、公購齢嘴子囎麗挙となった煎市会選挙はi伽

　年畦月まで実施されていなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　サぜコ　　ほハハゼルルサぬム　せけキム麟　灘北新報欝27、8．3f継台青酸嬢究翁も落嚢達　睡る灘曙駅単耕芸・鄭汎八皿

　苦報動

鶴　来倉康治躯『菊池養之輔とその時代垂欝7？年、縫会運動雛究会、n5、雛9ぺ

　一ジ
翰　海誌新報欝鵠．8．韓f一般投票で寮長を選挙三

麟　　ゼ宮誠察議会受第逢巻雲巻末の察会議舞履簗一覧による。遣水綾羅藻　懲§§

　～轡7§年、名取藤生まれ、欝駁年2月～35年9携集議（政友会〉

緋　　灌繕と瞬じ

麟　海詫新鞍嬉縛．8．i7r継台霧長公選擬成懸盤会縄織窪　岡εま9野全市に豊吟演

　説会ま

⑨　溺愛新鞍懲3§．8．22罫毒長公選に聴衆殆んど賛成圭

麟　海北新報欝3§、8．22罫一般投票と議会政治3

騰灘嶽難鱗．8．2郵蔽公懸磯耀凝勧笥蹴2斜韻1はっ篠
　長を公選」
麟　　『穣台南会議事速記録遇欝38年8月欝臥桜聾亮英は欝37年欝湾市会に繰穆

　　あげ箋還すると、反渋谷の急先鋒となった。

麟　欝澤率左籍鰹　欝62～鯵鍛年　酒造業、宴蟻集糖来会纏や濟造総合を麟立、

　織台市議をへて簿欝～25年乗議醗議員（政友会〉、欝22年七十七銀行頭取jg23

　　年継台商工会議薇会頭（～懲器年、欝33～35年）となって県内銀行の犬合欝を

　　推進した。1925年貴族醗議異

麟　海龍新馨婚誕．7、2駐罫政友会擬支藻の韓応墨
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1麟　遠藤実　鰺83～懲6暮年　栗原翻産まれ。東詑新灘記者、沢来太躯、犬養毅に

　麟事し革新撰楽離をへて政友会から臆34年県議補選に当選（簿§書年まで通算5

　期〉、欝39年政友会中島滋の集政暴究クラブ結成、欝薦年富絨簸方党緩賊の指導

　者、欝55年察会議長。

1織　庄講一鰯　i8§2～ig経年、撃興部（環魚霧毒）生まれ，。東：説学院卒業のク婆

　スチャン．継台暮暮記者、懲22年鱗講欝難新聞縫長、欝25年大溝原町議（3幾〉、

　鯵35年祭議（政友会〉、簿37年大溝漂町長（3簗〉、欝37年衆議院議曇当選（遜

　算6籍》、i鱗8年吉醸海閣原盤政務次官、

麟　海乾新報聾蕊、§．盤r嘗燈万能一掃、南町耕長は公疑投票で3

麟　米倉凝治鶏『みやぎの抵抗史　革新の系譜垂欝73年、TK　T発露懲蔽、i誕、

　i銘、155～焉7ページ

麟　籏驚の多くの著作の中には、ぎ祭政の革新馨ぎ最逓の銀政馨蓼町村嚢治と公費生

　懸垂など地方政治に離するパンフレット解合ま為ているが、残念ながら地方翻

　度改鉦や首長公選にふれていない．宮絨察立麟書館郷土資料室窪罵一露文塵を

　参窯。

鱒　海詑新報欝媚．遡、3「罠衆の解散瞬ぶ祇会党娯連詩成大会ま

鋤　金丸三躯夢地方麟度鼓箪の諸聡題（一挺論治聯究誰第22巻第護畢、簿46年

　護月、22～26ページ　小倉襯泥癒法政藍革案要綱公表前の癒銀鱗度改輩譲議葦

　騨東学統大学瞭然・人聡・被会遜第2§号、欝弱年i月を参窯．

韓　灘蔵新鞭雄妬．i、稔ぎ知事公選一般授票で≦　瞬i．23ζ選任、認可麟廃し、講

　町村長一般投票で選出

鱒　醜掲小倉論文（婚96年）による

麟　千葉三躯　露里～欝簿年、千葉県盗まれ、懲懲年東京帝大（法〉卒業、プリ

　ンストン大学に留学し石難業を学ぶ。珍22年帰覆後、裁藤出絵の片麗とな静、

　大疑本実業縫合連合会遅事、欝25～講年衆議院議院（実業構志会）、雄32年時事

　新穀縫重役、芦繊均、津懸盤吾、石山賢吉、森羅麗らと親交。欝鍵年皐瞬蕎濾

　取編役、謄38年舞奉液化工業を麟重し人造講演の聡発に着手，鯵43年霞本硫鉄

　縫長、ig45年技術院孜畏む工9護5年蟹）擁～嘆6年3選、漿6年4月～婆8年i2月宮妓蓼護

　知事．鍛4§年衆議鶏議員（浸主党野党諏、～ig76年〉、難騒年労鰻大駆（鳩山内

　購．農野党タカ灘の蓼一ダーとなむ．治安鱒策特雛委員会会長、素心会会長、

　党憲法講糞会会長に就任し、改憲、窪霊跡衛力増強．治安確立、戦後教育麟新の
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1鱗§年の箒長公選運動麟（窮月竣洋〉

　運動の先頭垂こ立ちつづけた。

雛　　ぎ鰻十五年の今昔塵i弱9年、千葉三郎先生嚢彰詫念畠蔽舞毎会、焉3～i獲ぺ

　一ジに全文駿録、千葉王難『懸造に盤きて露i蟹7年、カルチャー鑓蔽鮭、i認ぺ

　一ジを参蕪、

鱒　ζ宮城察議会史第4巻遭落2ページ

鱗　菊地養之輔　鰺89～欝総年，名鍛穣生ま為、欝欝年率央大学卒業、欝欝年健

　台密で弁護士霧業。欝25年から馨農、労農党の藤織弁護士とな管、蝕謄年宮城

　大衆党委嚢長．鯵3§年全国大衆党県連委員長、欝雛年祭議当選（2期〉、簿37年

　衆議醗蟻選（縫会大衆党～欝欝年、通算6期〉、婚38年大欝牽農裟縫合桑連会長、

　戦時率に東藍連鰻中央参与・東麓地方事務辮常任理事をつとめ、欝47隼嘆耀選

　挙運動中に公職逡数となる。

瞬　大鱗修造　雄｛｝5～玉976年、岩手漿生まれ。東京帝大（法〉卒業後、欝2§年麟

　台市で弁護士覇業．鯵鍵年縫会費乗党祭達書認長、簿34年徒会大衆党桑達書認

　長、懲37～39年県議．歓会大衆党の解党に反薄し、欝韓年勤労羅漢党結成講藤

　に参撫．懲47年縫会党祭連会長となる．

鱒　 嚢野吉夫　！｛｝醗～欝78年、鍵盤鄭生まれ，。羅本大学卒業後、農民運動に人離、

　欝29年宮城大衆党の結成に参旛、簿3§年全農（総本藻瀕〉桑連叢記長、全蟹大

　衆党察達書認蔓、澹37～46年独台南議、戦時率、大資本農民総合主事、東亜達

　盟東詫地方事務勝運事をつとめ、i鱗7年逢罵衆議錠議嚢選挙でトップ当選した

　直後に公職追敬となる。戦後、衆議銑議員（通算9期〉、縫会党樂連委員長．

　雄鶏年縫会党灘委褻長を歴錘した．

雛　鑑々本望三　i鱒§～雄編年、本吉轟生ま魑、炭焼き、人夫などをへて臆28年

　β本大学卒業、欝32年全農（総本部灘／票達書認長、欝34年宮城一般労総委員

　長．鈴木茂三臨と親交、労農灘に断羅。欝37年舞台審議、嬉38年人民戦線事件

　で後挙される。難蛎年労鶴総麟盤県連会長、欝46年疑農桑連麟会長、簿47年衆

　議醗甕選（～欝76年〉、懲66～67年雛会党委曇畏．

鱗　海髪新鞍懲45．憩．2罫廷会党桑実部の麟立を懇談ま　瞬緯．§f琶会党県支離灘

　謡人会謹　岡臆．雛「縫会党支離懇談会ま

鰭　海北新幸灘g45．簸．7「餓台寮致監複、縫会党支離準備委員会」

籔　　『宮簸察労鱗運動望葺i§簿年、労働旬鞍縫、29ページ

麟　海詑新鞍欝45．稔．3r蔑衆の解綾購ぶ縫会党桑連結繊大会三
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舗　　絃妓察労働運動受賃25ページ

鱒灘噺幸灘g絡．i2．23眠衆生活問題栂談藪も露設i

鱗　天養総治　懲77～簿48年、登米郷盗まれ．鱗台車で澤采太鄭代議士の羅下生・

　新鹿東北人の記者となる．欝欝年から渠会に畿戦し落選しつづ酵た。欝盛年銚

　合帯議当選（～欝35年）、懲論年衆議醗議農（政友会ほ鱗2年の落選をのぞいて

　簿磐年まで通算6蟻）、致友会宮城支離幹事長、支部長を歴任、宮城県産馬総合

　長．欝薦年吉襲海雲濃抹敢務次官。

鱗　海難新鞍欝必．欝．2玉織鎌党察支離結絞準備∫　無難§．謄軒内政部長雛斥ま杭

　追は欝蕊年簸擁辞職．欝32年から簸牽．愛知、京都、大級の特轟課長を麗任した。

鱒溺愛新韓§45．ii．2§噛鎌党支部結成3

瞬皐壌忠i灘～獅簿、勲灘生まれ．勲路地の税務署長をへ気醗奔
　繍ム激｝アA轍．不軸廠ム婬力築春　韮鍛7鉦糠書斎蟻lr当選　嘩鱗嘩無毒奔議長、
　看鱗欝1静蓄」皿鵬　　　墨　淵」｝撫試モ⊥尊眺仙O　上一∪’　彫　季四一　　ぴ幽囚　　一喝噛　一｝　一』　手　　　網ロー

　渋谷徳三躯毒長と㌶舞で市会の市長灘の婆一ダーとなるがi蟹2年選挙違反容疑

　で毒議を辞任した・i蟹7年霧会に復帰し、遜算6蟻、3度議長をつとめた・反

　瞬醗灘の毒議議長として島野裁革新毒致の誕生に尽力した。ig46・逢乳49年の

　3園衆議貌に跳戦したぶ落選．

瞬　匿富城県議会史第婆巻駐留9年、宮城漿議会、婚8、1i3、難gページの選挙結

　果による、

幽　総選挙の結果、進歩党宮織支離は本闘俊一（辮美謬〉一人しか当選させるこ

　とができず、権雄得票率は全桑で警、7％、駿台毒で5．3％にとどまった。

鰭　河詫新鞍欝46．4．器罫進歩党桑支部復員決る」．　ゼ七十年史遜懲67年、穣台慈

　工会議醗。織台南選挙籔の進歩党集議躾補は、大内毒鄭商工会選事、出畷文俸

　商工会議会長、今泉洋欧露蓬麟会役餐。

麟　海誌新鞍欝勢．鴛．23盲中央依存を脱隷、宮城地方党諾威墨

瞬　千葉三郎ぎ麟造に生きて妻欝77年，カルチャー畿版被、2総～2§8ページ

鱒　海載新穀欝妬．i．然新宮絨地方党きのふ結成大会謹

繍　餓台南選墨の地方党察議は、遠藤実（鍛宇島灘〉、溝水灘太鶴（中立、市議兼

　任》、蕎i橋婁玉藻（牢立、晦議兼任〉、熊谷泰事難（織民政）の現職峨入、詫村

　文箱（羅畏敬〉、蜜舞広重（無異政〉の禿職2人。森鰻盛義、鶏巣栄一、鑑藤春

　治、撃藤孫干鰯の幕議4人ぶ地方党。

鱒　海難新穀臆46、3．2遵ギ新しい政党分野地方政党の動きと奉桑ま長谷絹綾は遍敏。
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i蟹6年の市長公選運動麟（窮月俊洋〉

　党議轟は、羅会活動の中で次々と大数党から入党の誘いをかけられ、哲谷が能

　会党、安灘が霞麟党、井上が進歩党に入党してしまった．また、公職逡被那地

　方まで拡大すると、地方党察議の多くは辞職を余儀なくされ、欝郭年2肩、宮

　絨地方党は解党して、党幹部の大半は進歩党に合流した．

簿　溝詑新輯懲藤．逢、6薪逐鹿戦震望　中　懸台毒獲　瞬嘆．8総選挙激戦地を往く⑧i

繍　　罫懸台密戦災復興誌遼謄雛年、纏台市離発騎

繍　湧詑新韓雄蕊、簸．5F戦災者大会ま

簿　松浦塔一　露88年広島察生まれ．欝25年鱗台薦議（憲致会〉、欝27年縫会長衆

　党盤台支離長、新灘経営、権太漁業などに従事したのち、鯵37年盤台市議（致

　友会）。数戦後、麟台察露クブを結成し南海の欝営業者を総織し、東訛戦災音更

　生鑓委員長、宮餓地方生活擁護講盤委員長。菓詫饒主党を結成して衆議続選挙

　に立躾補（落選〉。

鱗　溝誌新穀欝4§、i．澱F東訛戦災音更鑑鑓結成大会ま

韓　演説新軽欝妬．2．6茸中津出替でも発見ま

舞　海詫新輯欝妬．2．達盲縞薦や食糧贔等隠匿勃資続趣　　謬宮絨察労饒運動史雌

　圭蟹§年、労鰯角鑿栓、26ページ、『纏食毒史続編第i巻郵9醇年、輪台海、83ぺ

　一ジを参蕪。

繍　溝詑新鞍婚鶉．2．5塒々持ち織した羅経済部依托の鞍籐類ま

籔　溝北新報舞鶴、2．5「疑に一部変質、水産課の乾パン、メ琴ケン紛獲

麟　溝詑新報欝妬、2．5旺生活擁護講盟委員会結成3

翻　海詫新穀i鱗6．2．6聰鐸摘発鞠質ま、読売報知（富城蔽〉欝妬．2マ「まるで宝

　の蜜を歩くやう王

鱗　海詫新灘欝鶉．2．6匿飽く迄鐵湧追及公董灘給期す、麟の持鐵し隣経で監勧

鋤溝詫新報婚薦．2．5「まだまだ鐵るぞ、あと数十ヶ瞬鱗食毒内の摘発行続くま

　羅2．6穣慧退蔵麹資・摘発旋風つのる誰　談売鞍知（全麟版〉1鱗6．2．6「忽ち数

　颪万胃神駿、鱗台ブルジョア傷恐備≦

縫　溝載新鞍欝46、2．5繰の職務怠慢、験会代表ぶ厳重註勘

縫　　郵宮城擦報馨臆46隼2溺75告示第綴号

醸　海靴敷輯欝妬．2．8懸置縮縫進委員顔縺れ映るま

織醗絵縫進委員会規程第i条

縛溝詫新報欝妬．4．鯵軒地方政党結束へ連合会設置3　しかし、3名の窟械地方
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鱗　溝詫新輯欝4§．2．簸罫委鬢長再発建、顔懸れで一鶴養ま

懸　誘発穀知（富絨藪〉懲妬．2．露ギ芙下陰の畿纏縫進委嚢会第一羅で消蕪ぶ達

鱒　湾詫新軽薄蕊．2．8「生活擁護懸盤の結成準備会饑く、縫共民主戦線握携絞る淫

　舞舞新聡（宮城蔽〉ig遵6．2．i3蓄銭主戦線結成にまだ；鰻当の距離達　読売鞍知

　（富城版〉玉9蕊．2．蔦ゼ宮城地方盤活擁護岡盤絃威」

鱒　読売報知（宮城藪〉欝48．2、欝罫生活擁護懸鐙結成大会ま

瞬　湾詑新穀欝薦．2、露騒体が委員選鐵摘発勃姿醗給委員会練直しま　誘発報知

　（宮城叛〉欝蕊．2．2騒r新構成で再思発達

鰺　海龍新報欝46．2．24響退蔵物資配給綻進委貴会、麟台支離絃成」

鰯　溝詫新幸灘鱗6．2．26「工琢1善こ分れ，て盤台隠退蔵秘調…変蛤る3　醸2．27騒蜜台の

　隠退蔵物講賓第二難
　　濫幽細網L＿珊＾謎ρ　＾　嘩＾　r購｛↓　識畦ノ＿　　　￥　　噺縄覇畜血愈畑＿　・聴手へ
縛　齪1覚灘隷露嫉む．」．鉛1触涯乞小召」ツ籍　華氏瓢恥羅罷一纏琶ヨ

騰　　ζ懸台毒会議事速語録垂欝4§年3月簸馨

鱒読売鯨蝋宮城腕撰§．3．2む懸台の矯発勃資轟蹴混へ醗給を決翻

縫　読売報知（官妓版〉臆妬．2、欝薪石巻青銭大会雄　海難新報鴛4載乞臆面人蔑

　警邏決議、春巻の共産党毒費大会3

瞬　演説新報欝妬、2．25瞬f会長も鶴力、塩釜摘発勃の醗絡縫進三

鱒　溝詫新穀稔46、2、2i薪人民警邏は許さず」　読売鞍知（宮城叛）欝麓3・鴛

　　ヂ察の麺選に反簸豊

鱗　麟台鱒工会議漸継ぎ七十年隻垂鯵§7年、ぎ鱗台青史i　本篇理欝54年を参熊。

鱗1渋谷徳三鄭　熔7巷～鯵5§年　無耀部盗まれ。宮城麟簸卒業後、難、内で教員をっ

　とめ、上竄して騒本大学（法〉を欝総学業、文部省に入管、普遍学務局第一

　課長、東東毒教育課長、小翼撰・麹町・蕉矯の各緩長を錘任。簿3§年徳食毒

　長と妙、教育行政に手順を発揮した．また、畷袷欝や工場誘致がス事業

　とバス事業の毒営移管に戚：熱し、鱗台中興の羅と》、われた。

鱗　溝誌新報穏42．護．3§嘆賛織台旛会産婆役顔敏れ」　購F天長の綾簾推薦躾補

　を決定ま

鱗　溝詑新鞍i襲2．4．鐙新早薮毒会議長談葦

鱗　湾詑新報欝42．4．3§F纏台車議推薦候補露十騒名決定」

鱒　溝詫新輯捻42．5．騰ドあす愈年総決戦達　瞬喉補者一覧ま

瞬草薮孝夫臨霧一代戦前篇早擾忠の隻濁i蜘年、わた熱輯版徳138ぺ
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雄蘂年の市長公選運動麟（窮月綾洋〉

　一ジ

鱗　畢籔患は、簿馨年8層懲役3か月贈賄罪で有罪となったが、簿妬年3月G　g

　Qの再議甕（衆議醗選挙立候補者の資穣審査〉で覇決無熱となったといわれる

　（前掲書〉．なお、1鱗2年9月8舞までに、7名が補欠当選した。

鰯　 無謬二義二新幸馨i§護2．8．29　「渋谷毒長談諜

鰯湾北新鞭g42．8．鎗験谷氏鐵馬撤羅寮長簡題嚢紙へま

雛　海詫新難聾戯．9．欝罫毒長銓衡再墨発墨

舗　溝詑新鞭i蟹2．9、蔦r毒会で満場一致推薦1

翻　海詑新鞍婚42．9、欝軒今欝新潅長逝

鱒　紬台市会議事速記録邊第賛弩、欝翻年9罵26羅．南畏就任時の今轡の挨拶。

麟　今林武志　露総～轡6§年　宮城雛生まれ．懸台一字、工高をへてi鱒8年東京

　帝大（法）卒業・輯難総督1膏に入管斎藤実総督時代に殖産局長、内務局長を歴

　慰した。懲鍵年帰国し、鰺32年斎藤内篇の発足とともに樺太庁長官（～臆38年〉

　となる。退潅ぎ後、　資本採…殖餐憲金運i事長：をつとめ、i｛縫2年イ舞台寮長臣戦時準の丸

　晦鶴吉宮城察知事凍龍地方総監と守屋栄央塩釜議長とは、轄鱗時代の講僚で

　あ警、三者の協力による麟台甫の発展が毒会・毒疑から期待されていた。

縫　溝北新鞍欝蕊．9．6「被説　継台議会の動き」

縛　演詑新穀欝蕊．欝．欝雛1台毒致の振起臨時市会擢集を要求ま　購緯．22罫立ち

　遅れの復興継台霧議懸当局を鞭燵ま

繍　溝北新籔欝45．簸．i新草くも妥協かだらしなき麟台議会ま　講難．2ダ責鑑追求

　譲に市長答へず懸台毒会不振つづく鐸懸台議会議事速記録雲第欝～爵号を参蕪。

繍　溝詫新報董945．簸．5罫濫騒の今醤市長態度表瞬を避く、蝕台議会また支離滅裂歪

鱒演説新轍鱗5、i2．2§r議襲の無責任ま

麟　海乾霧鞍簿薦．3．2r呆れた強者毒会」

第2簾　市長公選運動の成立と展開

玉　塩釜薦の薦長公選運動

宮城察では、ig4§年4月28露こ刈馨郡露石【糀と塩釜甫で、5月i2購こ石巻霧
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青酸蛙会議集　第9巻　第i暑

で、鱗市長直接公選が独台τ瞬こさきがけて実施された．ここでは、盤台畜の分

営にさきだって、これらの都市の運動の経過と特徴を確認しておく。

　数戦甕後、宮城娯では県牝の大縞地方を中心に、駿職責蓬を感じて畠発的に

辞任した町村長が続鐵していた。しかし、白石町の執念松吉鞍長（集会議員を兼

睡〉の場合は、緑1台市漂簿の陸輩造兵濠からの払い下げ勃資（釘とガラス、　トラ

ック5台分〉の隠匿・横領が欝妬年鎗月末の町議会の場で暴露されたことによる

騨任であったα，。そして、慧月から驚会議員によって後任町長の選考が羅始さ

れたが②、最有力候補の弾子島俊治衆議院議員麟が公職追敏になったことも

あ鯵、適嶺な候補を見鐵せないまま連月を逢えてしまった．そこで、町会協議

会は輪台寮などの毒茸公選譲にも影響されて町内会を生体とする選考委員会に

町長候補の選鐵を一任し、一般投票で購長を決定することにした．4月23霞、

選考委員会は艦名全農による無記名投票の結果、前代議士の隔子島俊治と現霧

役の鈴木難介の2人を驚長候補とした嶋。4月28馨、嚢石町畏選挙は一戸一

票鰯で23歳以上の男女麟有権者とな鯵、全戸の約7麟が投票して、購子鳥俊治

が亙，総§票を獲得して候補に当選し（5肇、5薄1韓、野議会は藍式に購子島を驚

長に推薦した麟、蔭石町の場合、直接公選の実施は4薄28韓と一番草かった

が、公選導入の契機は町議会の長糊にわたる町長候補人選の難航と鱗台畜会の

公選の勧請であり、下からの一般町民の公選量論・運動は確認できない。ただ

し、町内会が直ちに選考委員会の活動を翻始できたことは、隣内会騨に公選要

求が存在していたと推定する．また、町内会が主導してきわめて窺駕闘に公選

を実施したため、直接公選といっても選考委員会による候補者の推薦麟と一戸

一票舗が裸馬された。

　塩釜毒は、欝毒年難肩慧蔭市鰯を旛好し、瞬霧25嚢毒会選挙によって論人の

薦会議員を選織した．この鎗人が任難延長によ雛鱗7年4月まで霞会を構成し

た。最密の塩釜市長選挙は難航し、当選考が就任を羅辞したため2度蟹の選挙が

鯵覗年2月28欝に実施され、守渥栄夫〔マほ5票、東海秣祐五郎（前塩釜町長）捻

票で、紹昭和会の衆議醗議員守屋が当選した麟．守屋は3月3簸市長に就任し．
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簿菊年の毒長公選運動韓（窮月俊洋〉

給与を辞退して無鞍醐の名誉職毒長となった。

　懲総年i擁、公職遺敏令が鐵されると、市裟の講では守渥の追放該当と任難

満了を箆越して後任畜長購題が議題とな吟、市会議員は桜井衰治薦議を擁立す

る反守屋諏と、東海躰祐五躯前町長を擁立する守屋派、大効新人を勃色しょう

とする中立派に三分さ為、初代寮長選考時の講堂を再燃し、多数派工作を醗始

した、，｝。守屋諏は、一方で守屋事長が追敏該当にもかかわらず衆議醜選挙立候

補の資格申請を提継し、縫方で東海抹解毒長就経の意愚なしと表窮したので、

守渥が衆議院に立候補できない場合は守餐の霧畏再選を鶏持していた。これに

対し、反守渥灘は2鐸下旬から予算議会が灘催されると、3月欝欝守屋市長の

麟縛退締を提案して市議の過半数の賛購を獲籍し憲長に退鐘を雛若した。反

守屋諏の退瞳要求の饗蜜は．①毒長の行致は独善的で喪主化に反する・②総選

挙資旛審査の確認書がいまだに来ていない、このような大効は湊長として公職

におくのは不適当である、というものであった｛勘。市会内で毒叢1退陣要求が

出され・たが、守渥市長は任期満了による退任に獲1執した。

　4舞i欝、内務省は守屋毒長の任難満了が近づいたので、塩釜議会に市長候補

者を5肩i馨までに推薦するよう命令した．しかし、薦会の畜長選挙解直接公選

となった理由を、のちに蓼塩釜南受垂は次のように叙述している・粟渥靉靆市会

議長は「後蓬甫長候補者の選考を市会に諮ったが、当毒は購麟鋳代以来、鞍長

選患のたびごとに紛争し、それが驚の名勃となっているほどで、今麟も霧会に

おいては容易に決定をみることができなかった。窮余の策として毒会は、薦民

の手で霧長を選鎧するという毒民の強い要請にも応えて、毒罠に毒長候補者を

選鐵させ、それを霧会の候補春とすることに決めた連曲。この市会の紛争と毒

民の要請につ》、て、次に新羅記事で確認していく。

　逢月欝欝、後任毒長について協議する塩釜毒会が闘催された・しかし・守護

与党、野党、中立の三諏の意冤が一致せず、各派はまず3名の候補考を鐵しあ

い、青年会、婦人会、町内会の聴講を参酌した上涯燧々につき資格審査をし

て決定し、4月22韓の全員協議会で、各灘から発表することに決めた｛轡。毒
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議の申では、劣勢の守屋諏は緯馨の総選挙で当選したばか吟の安部俊吾衆議院

議員、優勢の反守屋派は桜芽長治毒議を擁立していた，これ’に嬉し、塩釜毒浸

の購には、書年・婦人を中心として嚇台市費と詞穣、公選すべしとの機運が

急激に抬頭達してきた．この機運の内容を溝詑新隷は、ゼ敢争地塩釜毒の歴代町

長および備長は溝場一致で決定したこと渉なく、今麟の守屋毒長退瞳後の形勢

もすでに各派が擁立する候補者の決戦投票以外妥協の余地なしとみられるが、

毒民は戦時中任期を延長された市会が霧議のどろ試合や暗麗によって鳶長を決

定することは葬民主主義的であ警、この際すべての愚妻を清算するためにも全

毒畏の投票によ諺公選することを提案しているま臓と読隣していた．4月欝嚢

の段購では、この盤講に耕し、塩釜帯会は「嚢子聡題をふ瞬かざし、あくまで

も自分達できめんとしてるまたが、「一部には、過壷のゆきがか警や政争はさけ、

瞬麟公毘な公選を臨行ずるのが妥当であると主張してみる議員もある糖4｝と

鞍道された．

　4擁2鍛、市会の紛糾と硬直的姿勢が予想されると、町内会長有志は毒轟の

文化麟場にま，倉奪銘をこえる毒蔑を集合させて後任議長周題の衛疑大会を醜き、

公選灘と難行派の毒会議員の立会演説会を催したが、結局、ぎ商民の総意を以

てこれを選任すべし∫という決議文を満場一致で可決した。そして、瞬時に

罫現在の市会議員は鱈場せず」という緊急動議が拍手で驚淡され、寮長公選と

市会民主化をめざすことになった価・．この毒蔑大会は、毒会内に公選灘議

員を増撫させるとともに、メーデーの準備で活動を再調していた革新政党や労

鱗総会が、市長公選運動に立ち上がる契機となった。

　逢肩22蒙の畜会協議会では、一般投票による直接公選論と、町内会長への意

見聴取による民意の尊重を簾練した間接公選譲とが鰐立し、決選投棄の結果双

方購数となり，粟野議長の裁決で直接公選と決定した。この場には娃典講堂、

音年会、愛妻懸盤、町内会長らが多数つめかけ、警聴庸から盛んに意見をはい

た．毒会は、なお、市会の影響力を残し、候補畿立による選挙の濃鼠を邊ける

ため、海難が投票すべき5人の推薦躾補、繊を可決し、この5人以外がもし簸
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懲46年の市長公選運動｛31（窮灘俊洋）

高点を獲得しても無効とすると宣書した．これ・に対し、桂粟講堂、罠主人疑連

蟹、青年会、愛市瞬盛は、推薦講反頬を表醜し、毒長推薦協議会を継威して直

ちに市蔑大会を準備した、，，》．4月23羅、毒会と町内会長、各懸体代表者は候

補者罎定懇題について第i罎協議会を麗いたが、甫民｛懸ま市議総退緯を瞬んで

会議は混乱のすえ流会となった、職。やむなく、市会は瞬総午後8時緊急協議

会を麗催した、そこでは、薦疑灘の要求にいかに難癖するかをめぐって紛糾し

たが、決選投票の結果、i鋸8爺紹の快走を撤鐡して」眠が希望する舳

立候補麟を採駕し、4舞28欝に2§議以上の男女毒疑による一般投票で薦長選挙

を実施することとした｛晒．

　4舞2類午後、市会と毒浅の第2織協議会が麗かれ、帯会は公選方法の詳総

を市民代表に説窮した．ここで残った問題は、買鞍、饗癖などみ不正行為への

爺麺であったが、塩釜警察署は衆議醗選挙に準じて取雛緯まることとした・ま

た、この協議会で、毒長につづいて驚内会長も公選にせよという要望も斎民の

中から鐵された（、書｝。これによって、全蟹初の毒畏公選選挙が醗始された。そ

して、4月28馨の投票の絃果は、次のとお鯵であった毛鋤。

　　塩釜市の毒長公選選挙（懲総年4月28鶴

有権者　　　i6，5（翼｝人

投票数　　王3，525票

投票率　　　　8i．9％

桜井贋治（毒議、麟商工会会長〉

小松寿右徳醗（灘産物商）

藤井善蔵（被会党支無憂）

村上　睡五躯（羨麟役）

面激

@　

E承

@　

E激

@　

ｻ恭

5
　
　
§
　
　
§
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i
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2
　
　
7
　
　
9
　
　
戸
3

G
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　桜井衰治は、漁業・繭工業雰に強力な匙盤をもつ反守屋潔の毒会議員であ戦

守麗議長灘が守渥にかわる有力候補を擁立できなかったこともあ吟、選挙の結
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果は桜井の窪勝となった。これは4月欝籍の衆議醗選挙の結果と鰐籍するもの

で、塩釜霧でのその特徴は、守屡栄夫（進歩党／の遊敵、その身替穆候補であ

る守屋伴男（塩釜市議〉の惨数、桜井諏の聾野実（塩釜帯議、水産総合長〉の

圧勝であった．護月3§舞、毒会は満場一致で桜井を寮長に推薦した．塩釜で首

長が満場一致推薦され，たのは、これが初めてといわれた．なお、5薙王嚢、塩

釜毒の労働癒合32毯体の3，5倉§名はメーデーに参撫したあと、毒役齎になだれ

込んでr反動議会邸時解散達の決議文を毒攀縁につきつけた。また、甫長公選

の麟産勃として、塩釜毒では薮講公認のもと町内会長公選が一戸一票灘で実施

された‘踏。

　以上の分新によって、塩釜市の毒長公選鍵論は、難台市の公選の動癖の影響

下に、①霧会は戦錠中から延長されたもので、もはや斎甕を代表していない、

②毒長選考をめぐって対立銃争をく浮かえしてきた、という甫会への撹甥、市

会の過去の克醸策として成立したことが確認できる。また、事長公選運動は、

町内会長有志主催の甫民大会から革新勢力の毒会幾利運勧へという二段懲で形

成され、講者が直ちに合流して市会に嚢虫立躾補講、男女一般直接投票鱗を実

施させることに成：塗した。

　2　石巻薦の潅畏公選運動

　春巻毒は、簿33年4月霧鰹を施行した．欝38年鴛月から数戦灌後にかけて3

～4代の驚長をつとめたのは、軍人崖身の岩綺孫八であった器。岩綺は、r軍

人市長として患害愛醗主義の権化まといわれ儀、r毒長というよ鯵戦時麟策の

指揮官まとなって薦政の草鎌化、戦時鉢舞の強化を推進した人物であった｛鰍。

懲42年5月26馨の石巻翼賛毒会選挙（定員3窃名／では、鱗名が立候補し．推薦

i8名、葬推薦i2名標当選した。新人議員がig名に達したのが特徴であった｛26｝．

岩縛帯長再選時の鐙盛年難月には、石巻市会は岩綺滋と反岩麟灘潜対立して、

反岩綺灘は元第2麟懸長で衆議綻議員の高本義人中将や弁護士の後藤庄次郎を

擁立しようとしたことがあったが｛驚、これを験けば、石巻露政は岩綺毒長の
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捲揮下に表藤上挙憲一致の戦時休講を維持してきた。敗戦後、欝蕊年を避える

と石巻毒では、岩織布長の公職遮敏麟瞬らかとなり、また共産党着巻地斑委員

会、石巻合瞬労経（裁藤光雄毒議が委員長〉、戦災考擁護講盟などの食糧危機

突破運動が活発に展絹され、2擁i7嚢の議罠大会では蔑給行政の責任を追及し

て岩綺市長の遼瞳が決議されていた｛鮒。

　3員欝欝、岩麟議長が予算斎会の終了を晃掻けて内務大艶に辞表を提戯する

と、南会議員の鷲には、その前後から様々な動向と主張が登場した。一つは・

各々の市長候補を擁立するもの、二つは一鶴の春方竃議の問の毒長公選説、三

つは、岩綺毒長の推薦は愛妻会に責紐があ吟、かつ震蕩衛長が任期満了前に褻

発的に辞任したので、現市会による新毒長推薦は不合理であるから、9鐸の斎

会教選後に新議会によって毒長選挙を実施するべきである。その闘永沢勤役を

毒長代理に推すべきであるというもので、第三案解有力であった｛騰。

　南会の霞長選考が進まないうちに、石巻寮費の闘には、町内会長綴名の改選

簸砺た縦束の鞭長1は礪接選挙をやめて2臓以上の男女繊による各

区ごとの薙接選挙を実施しようという動きが具体化し1灘、3月貿馨に6驚会

で実施された。これ、は衆議続総選挙の予行演習の意練も含めたものとされ、毒

当局の方斜でもあったと推離する。そして、女性の投票率は高かったが男性の

棄権ぶ多く全体に低調であった。また、選轡された6人の新しい町内会長は、

i人が元職、5人が現職の再鑑で褻轄ら進歩更新の跡がなかったま｛鋤。つま

り、この直後に市長公選運動の覆い手となった町内会長は戦錠中に銃後行政の

末鵡を支えた人々でもあった。

　内務省は、岩綺毒長の辞任を正式に認清し，3月27韓岩綺ぶ離任すると、逢

月27饗までに後任市長を選定するよう石巻議会に命令してきた・それで・毒会は

4肩4震と蔦麟こ全員協議会を開催したが、延難論（選挙法改正後に公選〉と蹄

行論（毒会で選考〉が嬉宣してまとまらず・採決の結集駐嚢智識に決定した（鋤・

鄭行論を主張した三宅光治鶴（推薦、蠧毒党〉市議は、前獲の毒長選挙で擁立

　した後藤弁護士を推し、4月22羅予定の市会では後藤の当選潜有力椀された・
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こ為に薄し、延甥（公選〉派の桂会党市議である銭藤光雄（推薦〉、野村重蔵

（葬推薦）らは、F窺行法ではいままでの情実主義から一歩も鐵ないことを指摘

し謹、4月2娘に、F市民大会を醜いて公歪な輿隷を喚超することになった」欝。

　濃渓大会は、4薄2灘夜、文化麟場で醗催され、購轟会長有志翠主催し座長

は弁護士の福島一郎がつとめた・そこでは、公選派の武藤甫議と難行諏の三宅

毒議の譲争となったが、串良の多くは公選を支持し暖在の議会議員に毒長を

選ぶ資格なし蓬と主張し、参集した2，総む名余の毒異は公選を連呼して騒然と

なった．結局、毒費大会は職長は市民の総意によ吟選任すべし墜瓢本大会は

市会を購成する現在の畜会議賛を鱈任せず茸と決議し、小杉十郎、総燐繕を代

旗築黒垂ア、鶴罐室薯　｝ヂ垂ハしきア　ノ㌔、盤“．蒲論ふマ　y　　華　｝ア　聖　も　　　　　　　＿レア　　し　　　鍛　オ　賦脅脅灘
衣安貝紅逡醸しk曜蓋》し』ム竃乞安承タQ一こ組し＆（3購。　ヲ旬C、立峡月島綿

の帯会は、寮費監綴のうちに満場一致で公選案を擦撰し、市民大会の実行委員

と市会翻委員が公選方法を具体化することになった｛錦．

　嬢月27舞、講委員協議の結集、「毒罠管理の公選まという基本方針のもと、

①町内会長互選の焉名と学識経験者5名で選挙委員会を設置し、この委員会が

選挙を実施し管理する、②台密立候補・男女一般毒民の直接選挙とする、③町

内会長蔦名が公蕉委員として選挙運動を監観する、などの公選方法の大綱を決

めて、4肩2紹、毒長公選は議会と職内会長会の承認によって鉦式決定となっ

た。そして、講馨の第i懸選挙委員会で、5月稔葎を投票饗、5欝7銭を立候

補題纏め燐静馨とするなど潜浸められた｛鋤。

　甫長選挙には、保守系の4候補が立躾補し5月7馨から3欝闘選挙委員会公

営の共属演説会潜醗催された・鋳．縫会党石巻支部は、独爵候補を擁立できず

露主投票としたが、支部長の野村重蔵市議と書認長の武藤光雄市議解各々懸の

保守候補を応援してしまい、党員から下溝の声があがった（錨．共産党石巻蟻

区委員会は、蛙会党に薄して5月4醸、録守雌候補に鱈する公約実行の共隠申

し入れと大郷修造鮭会党察達書認長の擁立を礎案した。さらに、共産党は5月

9馨毒長公選問題につづいて食糧危機突破麟策を主要総題として、民主戦線結

成と労働縫合の戦線統一、食糧衛罠管理、退職物質摘発などで縫会党に共購畿
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争をよびかけ．5舞欝蒙に社共両党と総懸盤、労協の壌羅体代表が第i獲買

主戦線協議会を瞬くことにした｛鋤。

　5§鴛農の毒長選挙の結果は、次のとおむであむ匿麟会を地盤にした堺裁志

が公選派の雛会党毒議や青年会の推薦もうけて、予想どお鯵圧勝した山海

　　石巻毒の毒長公選選挙（稔薦年5月舞鶴

有権者　　欝，96i人

投票数　　慧，263票

投票率　　　7i、5％

　
藤
野
海

堺
後
清
内

武志（医麟〉

庄次躯（弁護士〉

源吉（毒会議長、桑議〉

安憲（衆議院議員、雲霞党）

5，9謎票

3，957票

2，鎗5票

i，8董9票

　市長選挙の投票率は、保守候補の闘の激しい争いとなったことや毒畏の公選

運動の成立によって7割をこえたが、逆に各躾補の選挙運動嚇遍熱し、買毅、

饗応やビラ、チラシの濫費燐みられた。それで、選挙が終了すると一般市費か

ら匿この亀局に轄事かゴこんな公選ならやらぬがましだ」罫取締参法燭の裏付

けのない公選は実質的失敗」と葬難された｛鋤．また、共産党聡警幾褻委員会

は、5月鴛嚢堺市長と面接し．紅一認の椿実と政酪の巣であ甑軍覆主義時代

に選鐵された愛妻会を蹄時解敬し、薦会の纏成を畏主的に立て薩すこと」など

の意見書を提鐵した（鋤。

　以上の分析によって、蕎巻毒の毒長公選の穫論と運動は、まず毒長が公職追

放で辞任を表隣した薩後の3月中旬に、社会党の斎会議員の中に延幾（地方麟

度改蕊後の公選〉論として形成され、霧内会長による毒疑大会の場で広範な量

論として成立した、そして．その市会概観を伴った毒長公選要求は、懸銭選挙

に露熱していた斎会の態度を一変させ、薦蔑大会実行委員と市会の協議によっ
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て、瞬内会長管理璽の毒長公選を実翼させた。革新政党や労麟縫合の甫長公選

への取り緩みは轟遅れ、むしろ、市長公選運動の影響をうけて、ようやく毒敢

民主化運動に着手していった。

　なお、宮城案内の毒町村で、欝46年の4～7肩にかけて首長公選が実施され

たのは、i3海霧村にのぼったが、時幾が遅れるにつれて棄権率が轟く、麟台霧

を含めて5市町村で棄権率が5割をこえてしまい、盤渓の総意とは奮い難いも

のもあった（鶏。麩鹿郡女騰町幸は、6月に一度公選が町議会で内定したが、結

局7月23欝町議会が繭職を再選した。また、柴瞬郡船緯簿では、一般住民の公

選でなく各懸体代表による推薦母捧をつく陰、その候補を警議会が選鎧した。

　3　今糧毒長の辞任

　鱗台毒の今村武志議長の辞任の直接的運蛮は、逢薄塗舞の衆議院総選挙におけ

る有権者名簿の脱落と選挙実施事務の失態の責任を問われたことであった．懸念

薦では毒内22か醗こ投票勝が設置されたが、公会（薄肉会／の醗給名簿をもとに

俸成さ為た有権者名簿は、空襲による転居の激塔、選挙法改董による有権者の倍

増、復員・鱗揚者の転入などのために登載もれ麟多く、その後の講当鶏の準備

不建や当韓の係員の不慣れも燦わって、投票できない有権者は2，瞬§余名にも

達し、投票辮は混蔑してゼ選挙長を患せ、毒長を鐵せ塞などの怒暑騨あがる騒

ぎとなった瞬｝．そして、これに蝿する今村毒畏の決籔は迅速で、嘆月i2銀こ

は市会の了解を得たうえ千葉知事に辞表を提懲した。辞職にあたっての談誌に

よれ・ば、今村は敗戦直後に辞任するつも鞍でいたが、鈴木議長に先を越され、

また今騨まで、麟役の病気、戦災復興や予算縞威のためその意思を貫けなかっ

た、市会との襲係から辞表書いたこともあったが不本意ながら荏苒に至った、

有権者名簿鋭落問題については深く責任を感じている、と辞任遜由を説覇して

いた甑．内務省地方局は、膿台の場合、去る2鳶9露こも劉な意喋から辞表

を提罎したこと解あ滲、今醗で二度欝であるま｛輸と述べているから、今魯寮

長は、敗戦以来の斎会との靖立を蓬虫に2月に騨表を内務省に提饑し慰留され
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たものと患われる．今樗の場合、樺太庁長客という経歴は公職邊敏には該婁し

なかった。今村毒長の雛決的辞任は、市民の毒長撹覇を窺簸に擁比し、革新勢

力に議政幾甥運動を趨こす余地を与えなかった。そのため・後任策長選考のイ

ニシアティヴはまずは議会に確保された。

4　驚会の公選決定

　（養畜織盤の公選案〉

　事会議員の馨慰こは、今林寮長辞任表窮の甕後に後任毒長選考をめぐ蓼様々な

轡舅裁．職嘩・肇％　多4、一（酵　職簿復駿のため藷姦1音義’軍魚、に麹色するのが毒
ナ　きノしポ　エむ　レドぬつ　　らマメ　　　ヂヒゆや　ドハノヤヨハノ　　　ヘ　サロハヨ　ハ　ヘ　　　ヘ

会の黄経であるとするもの．その二は、逆に毒長公選麟撚要望されている課

であるから、短幾のつなぎ役を賢って鐡る人が現われるか危ぶまれ・今林市長

の事務管理擬闘が長びくだろうというもの（佐藤十兵衛議長）。あるいは、麟

役ニノ、凝で執の講会改選か毒長公選の法改正まで凌ごうというもの・その三は・

全員辞職し新議員によって無毒長を推薦すべきであるという中堅議員の意見。

その獲は、暫定議長とはいえ公選実施後も当選しうる大効を推薦するべきであ

り、そのため、公会を基礎とする準公選によって候補者を決定しようという意

見であった｛覇。

　嘘欝欝嚢、斎会協議会解籠催され潅園麟役から内務省の今村毒長退職認薄と

後鉦寮長推薦命令が鞍告されると、市会議員の中では・上耀名残雄・中澤三左籍

門、櫛橋元舞らの即行論と、森鱗盛義、鴻巣栄一、擁島栄吉・野驚溝藏らの公

選譲との論戦となった．そして郵繕らかの方法で毒罠の輿譲を聴くことには全

員賛成まという結譲が出て、その方法を逢鍔2類の毒会までに醗究することに

した‘麟。

　公選諏の辮議貿名は．この4月綿雲の毒会のあと、養畜麟盤を結成して斎会

主流の愛宕会（鈴木重兵衛前議長、佐藤十兵衛議長ら〉に難航して、甫致麟新

の実践運動を駿聴することにした．愛妻講盤の委籔長は中野患治麟議長・謝委
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員長は桜井亮英であった．牢野は欝2§年代に憲政会系の革新濠青年運動から致

界入むした経験をもち、翼賛毒会選挙に非推薦でトップ当選した人物であっ

た｛鋤。養畜講蟹の鴛人のうち雑人は葬推薦議員であった．また桜井は193§年

の毒長公選運動で市民大会の議長をつとめた経験をもっていた．そして愛薦疑

盟の毒議には、講じく欝臆年の市長公選運動の夢一ダーであった遠藤実梁議が

総織した宮城地方党盤台支部の幹部S人が含まれていた．つま吟、愛妻岡盤の

特籔は、戦前の軸台南内の慶成政党葬主流・革新派に存在した毒長公選譲嚇今

縁市長の辞任と幣原内鰻の憲法改亘案要綱の発表を契機に、公選灘市議懸とし

て復活したものと推灘できる〔鋤。

　甫会に公選滋が形威されると、海詫新鞍はようやく毒幾公選開題の特集記事

を揚載するようになった。4．§2鰻には罫私の望む驚長」という特集で、寮内

各雰代表者8名に嬉しゼ郷土繊身者か輸入毒長か、政濾家か技術家かま「選挙

方法は代表投票か一般投票か」という質闘への騒答を求めた｛甜。後者の結果

表翻　愛南緯蟹（公選濠〉6〉縫台毒会議曼

氏　　　名i職　　業 馨党灘障翻数 推　　薦 備　　　　考

車懸恩給1弁護士 疑政党i　2 葬 灘議長、公会長

離婁菱蕪隈藏 東亜連盟1　2
J立嶽1　2

舞
舞
　　　公会長
@議（地方党〉、疑主党本

構水源大難i会縫員
��w遵1繕　　盤

較（藪肩　　2
剣精�P　3

推
穽

県議（難方党〉、罠聖堂＊

�c（協鰯党〉、公会長

難熱熱嚢｣遜霧駿肇守瀬三菱副農　　業牲藤春治犠　　業茎永福謝農　業織由　光講1農　　業

羅蔑瞬盤1　3
ｭ友会1　3
ｭ友会1　3囀ｷ騨1不　　瞬l　i不　　瞬i　i不　　瞬　　　i

舞
舞
推
葬
推
葬
葬
舞

難方党、霧由党＊

D方覚、公会長

｣農．縫会党卑／高砂〉

@　　　　　仲働
n方党、疑主党零

@　　　　　公会長

講響騒難
不　　明…　i　　　I不　　瞬i　i 非

非
　　　　　　沖舞〉
ﾄ毒党寧　　　公会長

野賠溝藏除数貴撫藤芳之豹繭　　業

棄騨1
舞
舞
　　　　　　公会長
叶k党串

＊はi璽7年塁月の勝羅政党
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は、代表3薄一般5で意見ぷ割れ、縫会党の菊地養之輔、労働総譜盤の佐々木

更三、元衆議院議員（政友会〉の星廉平、医麟の一晃趨夫、女教護の小野玉枝

の5人蔘一般男女の甕接公選を支持したのに蝿し、擁瀬良幹東麓帝大教授と極

壌金造県商工経済会会頭と準野忠治愛市覇盟委員長の3人は公会と各葬の代表

による幾接選挙を主張していた。中野は、一般男女有権者の選挙は実際上露難

で、どんな寮長候補者趨・るか一般毒民には見当解つかないという建壷で代表選

挙を主張していた。つまり、白蜜立候補鱗によって投票蔚に躾補者炉特定される

ことを想定していなかった。

　4月2壌、毒長選考のための第2懸密会協議会が講催され、愛憲講盤の鴻巣

毒議の握案をもとに詮議した結果、公会長の学区代表23名と薦会議員39名によ

って薦長候補推薦母体を構成し、それ炉7～鎗名の候補を投票で選濃し、各公

会が任意の方法でその中から3～5名を捲名し、議会の投票で最後のi人を決

定する、という公会代表による推薦候補灘と代表選挙方式の公選方法を決定し

た｛鋤。そして、4鍔29馨の公会長常会をへて、峻月3§弩を第i騒選考会に予

定した。

　この寮会の公会による推薦灘一代表選挙方式に薄して、読売報知はr一般に

磐感ま「準公選に淡したことは宿敵民主化の一歩前進として多大の駕待がかけ

られているま｛漁と、毒蔑の反応を姓意的と紹介した。また、河詫新報は、一方

で、縫来の斎会お手盛参の市長選挙が薦会と薦長のなれあいと無権市政、薦

民の市敢への無縫心をもたらしていたとして、r覚醒した毒民屡潜霞政の民主

此を急ぎ、潅政機関の公選を要求するのは当然であるまと主張しながら、地方

で、薦会の候補選考麟と一戸一票の盤帯代表選挙を提案していた麟。そして、

その理由として、溝詑新報は§出立躾補講にすると利権家形登場する電鉄があ

り、また候補乱立となって最高得点者の得票率ぶ下解ること、欝役翫の有権者

名簿が利矯できないので米穀遜緩で有権者を確認するため、成人男女全員を有

権者としたのでは投票所の事務ぶ煩瑣となむ、選挙が面倒くさいという蘭象を

与えること、をあげていた。

　　　　　　　　　　　　　　　一護9一
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　〈海内会長の公選謝

　しかし、一般毒民の縫論はすでに毒会や新鷺の公選案を乗りこえていた。4

月27欝、市役湧で公会長会議が醗かれ，灘、佐藤講会議長と中野麟議長が市会

を代表して、毒長公選の市会案を説窮し、学区一名の公会長代表者を選鐡する

よう要望した，ところが、これに帰して、公会灘からr市民は現毒議を鱈頼し

てみないから現薦議は薦長推薦から遠慮してもらひたいま「学区代表を挙げる

ことをやめて全公会長で推薦方法を論議してはどうか4など、市会案への反論

が禰次いだ。しかし、結罵法鏡上雅薦椎を持たぬ公会長が毒会の悪韓を書っ

ても仕方がない、輿論反駿の方法を公会にはかろうといふ帯会の意を多として、

毒会の礎案に感じようとの意見に一致≦し毒会案を承認した．ただし、公会長

のおおかたの空気は嚢接一般投票論摂有力であると鞍道された（紬。そして、

4月3総、学区代表者23名ぶ市役辮で市長公選方法を論議した結果、公会灘の

意鶴としては①驚異男女全員の一般投票とすること、③躾補者選考は改めて毒

会と臨議すること、を確認し、5月3～5臼に霧会との合購会議を予定してい

た（籍。

　町内会長たち斜、市会の公会代表選挙案に反請して一般市民の直接選挙を主

張した蓬露については、よくわからない。おそらく一般毒民の盤論を反醸した

ものと患われる。当時の町内会長は、空襲と食糧危機という構勢の準で、町内

の再建や隠匿勅資摘発と醍給の中心となって活動し、竃当局の行政補勧機関と

しての機籠とともに、住民意思の代表機縫としての機籠を強めていたと推離す

る．また、当時の町内会長は、上からと下からの浸主化の財象ともなっていた。

　内務省は、懲蕊年豆鍔G鷲Qの野鶴会・部落会に弱する資料報告搭令を機会

に、戦時中の驚内会誌灘を維持・強化しつつ、野内会の霞治的・買主的運簾を

はか穆、上からの統講色を除去していく方鋭を決定し、地方懸捧に捲示した・そ

れで、毒町村の判籔で町内会長の公選も可籠となった．麹台布で1ま、公会麟度

改歪に臠する意見を餐公会から罷鐵させ、難月露韓各学区公会代表委員の懇談

会を灘催した．その結果、「戦時中の天降管式運営を是歪し、今後は公会隣総

容『
3
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を生活其瞬体たらしめ」①講成員の橿利増進を雛的とする、②役員を自治的に

選緩する、③常会の運営を民意瘍達のために一新する、と方鋭を決定した臓・

しかし、選任を徳治的3にまかされた公会役員たちは、董蟹5年鴛月の公会長

改選にあたって公会員による直接公選ではなく、隣総長による代表選挙（つま

撃公会役員の談合的互選〉ですませていた齢｝．そのため、毒長公選運動の申

で、公会長公選の盤論が形成され、溜ヶ緯藪部公会では公会長の菊緩友吉（学

薮代表23人のi人〉が辞表を提饑し、嚢ら後任を公選することを提案して、5

月賀鐸に2§歳以上の男女によって公会畏公選が実施された。

　〈革新勢力の公選運動＞

　革新勢力は、以上の霧会と公会長の動きに対癒してようやく市長公選への取蓼

緩みを麗始した。4肩2嬢、労働総購盟宮城票連、宮城地方労鶴縫合協議会・

および民主大疑連襲傘下の労緯代表は、復活メーデーをひかえて宮城地方メー

デー麗争委員会を湾詑新鞍従業員紐合‡部内に設置し、共産党の春韓庄次臨を

麗争委員長、労麟総譜盟の佐々木更三を総指揮者に選鐡した。そして・糠本

民主化の前衛である労働者の意気を地元の資本家に示す3ことを淡議し、メー

デーの事前・準備縫争を簾嬉した．麟台地区では、当醸東詑金羅長町工場を集

合纏として察産前までデモ行進を行ない、宣言・決議を千葉知事に手渡すこと

を決定した｛翻。しかし、薦長選考縫題は議題にならなかった。一週間後の4

選27目、公会畏会議が市会の推薦麟一代表選挙方式の公選案を承認すると、縫

会党懸念支部では、瞬斎会議員は民主主義下における覆践の意思を代表する

に足らず、公会長もまた戦時申の大政翼賛会的遺物で至当な代表者でない」と

毒会と公会の動きを幾無し、哲今羅毒会の立案による準公選方法は偽装公選で

あるとし、串践の直接投票によって霧長を推薦すべし墜と主張した・そして、

大飾修造、難野吉夫畜議、千葉一男らが支部を代表して毒役勝を訪聞し、地鐵

駒役と佐藤議長に、上記の主張を漢議文として手渡した。そして、帯当馬・市

会が善越しない場合は、5弩5饗に蕃民大会を醐催し、毒民の輿論を喚超する

　　　　　　　　　　　　　　　　一5i一
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方鋭をとった醗｝．

　つづいて4鳶29霞、社会党支部では支部幹事会を麗き、①露甑共産薩党と

も提擁して公選類成罰盤を結成すること、②公選方法は躾補者の選考に麟鰻を

つけない、鎗歳以上の男女一般市費による直接投票とすること、③全斎会議員

を公選実施で説得すること、およびメーデー参簾懸体の決議として、メーデー

当職こ毒当職と市会に再要求すること・④公選実施となれば・党内から畜長候

補を擁立することを確認した｛働。社会党のこの決定によって、革新勢力はメ

ーデーと市長公選で共縫を実現することになった．また、公選難成麟盤の構成

懸棒を霧蜜、後会，共産の各党と想定したのは、中央レベルの幣原内閣打蟹共

講委員会と隅じ構成となったが、当時の紬台湊会が主に翼賛体麟の主流を継承

した宮城地方党系と中立灘の市議によって購成されてお鰍逆に欝載年7～8

月に毒会を追放された軍緯患が雄蕊年3月嚢震党に入党したためであったと思

われる。

　5月i臼、盤台毒における復活メーデーでは、デモ行進終結地の察庁・市役

解離広場に午後2時i万5，臆§人の労働者・畜疑ぶ集結した。そして．まず察

庁に殺する交渉委員が千葉知事を訪問し、一、労縁縫孫譲整凄絶蝦反穀、一、

官庁の民主化、一、生産管理を認める、など雑項舞の要求・決議を手覆すと、

知事は各項ごとにできるだけ協力すると騒答した。

　次に、市役所に蝿する交渉委員解毒長室で地獲助役と会見し．現毒政の腐敗

瞳落を繕弾し、次の7項欝の要求書を手渡し鄭時暴答をせまった。

一、寮長の一般投票による公選

一、醗毒会議員鄭時退緯

一、大邸宅の戦災者への解放、戦災考住宅の建設

　、未復員者の家族救済

一、食糧の毒畏管運

一、公会長の一般投票による公選、その飽公会の民主化

一、市営総揚、議営食堂その地徳生設備の公営

2世
「
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　池園助役は、やむなく議会のバルコニーに現われ、直接労働者・講疑に請し

次のように騒吝した。

一，市長公選および現毒会議員の蹄時邊瞳の二項嚢については灘答鐵来ぬ、そ

　の意を毒会議幾に伝達する

一、戦災者建宅簡題の解決、未復員者家族の救済にはナ分の努力をする

一、食糧の毒民管蓬は現行法規上から要求を認めかねるが、食糧亀機の打聞に

　は十分努力する

一、公会長公選は知事、市長の公選灘実麓と瞬時に遠からず実現されると思ふ

一．衛生設備の公営化は一部欝錘中で単急に実現したい

　メーデー参撫養難、この籔答を不満とし懸羅越後の雛特選緯を湊議し、総鬚

揮者の佐々木更三が勤労民主戦線の結成と食糧亀機の打隣のため5薄5露こ市

渓大会を挙行することを提案して、万歳三曝のうちに嘆時半麟会した‘硲。

　5月3繋、公選方法を決定する市会と公会長代表の合瞬会議が羅催された・

そして、佐々木更三以下メーデー灘争委員会に参撫した観葉講堂と労継代表3§

名が傍聴し、ものものしい緊張ぶ参となった、姓藤議長は、推薦母体（毒会と

公会長代表）炉候補を推薦し市費摂一般投票を行なう案を提案したが、公会幾

綴から罫候補者を選定して投票するのは公選の趣意に反するまと反譲の声撚高

く、議論の結果麹由立候補による一般寮費の直接公選麟を裸馬することに決定

した。また、投票韓は内務省の推薦期韓解5月置4薮であったぶ、選挙運動難問

を確保するため、5月i頒とし、立候補の編め響蓼を5穣譲とした・選挙長

は常会議長とし、さらに選挙方法の総露を決定するため毒議5名と公会長5名

の小委員会を結成することにした麟。

　以上の分観によって、麟台市会の毒長選考方法の内容は、4月綿蒙段踏の愛

妻懸盤（市会内公選諏／の主張を採濡した霧議・町内会代表による候補推薦・

代表選挙から、4月27～3膿段躇の町内会長の毒議概覇と一般市民直接選挙の

要望と、桂会党支部の市議・町内会長撹舞と自霞立候補の要求の登場をへて・

5月i葭のメーデー統一要重書と5月3舞の革新勢力の市会監視の籏力を決定

3卿
3



行政徒会譲葉　第9巻　第i暑

的な推進力として、5舞3雛の蠹毒立躾補・直接一般選挙へと、欝欝闘に大き

く転換していったことが確認できる・つま蓉、市会や野内会長に推薦・選考権

を確保しようとする蕎力者公選案が、公選灘幕議、町内会長、革新勢力という

3つの異なる握い手による寮長公選運動の連続と重複によって撰1判・蚕室され’・

大疑的公選案が実現したのであった。そして、3つの公選運動に共通する帯会

幾判の譲理は、紛繕と椿実をくりかえしてきた翼賛斎会への退場譲であった・

　5　毒長選挙の低調

　毒長選挙に嚢薦飽薦を含めて立躾補したのは、まず瞬綺栄松縄h渋谷徳三

躯．鰹々本家寿治の3人、おくれて出懇崔一｛餓、佐々木蔓三、金森誠之‘翻、

の3人合計6人であったが、渋谷と出雲が辞退し、結縁4名の争いとなった。

岡崎は教育会と商工経済会に支援され、渋谷は市長時代の毒役断鷺孫者と元請

議に支援された．しかし、岡綺は渋谷再選、三選の時にも覆長の座に跳んで籔

念した経験があ吟、銭々木（家〉も戦麟に集会議長や衆議院議員を歴錘した人勃

であった。そのため軒渋谷、岡麟、僅々木（家）三氏ともすでに現役から退い

た、いはば試験ずみの人達であ絵、とくに渋谷、瞬麟の砺氏はむしろ麟人的な

意地の張離合ひ青池候補の動機となってみるとさへ伝へられ毒民購に一まつの

さびしさを与へてるる雌蘭と鞍遵された。商民が期待した清新かつ強力で・民主

主義の時代にふさわしい繧i補は容易に登場しなかった・

　浸主戦線滋の毒憂躾補選考も難航した。社共両党、総譜盟、労臨、民主人民

連鷺の代表は、5海3嚢鱗台斎会摂直接公選と白鑞立躾補による毒長選挙を決

定すると，直後に市長公選講策協議会を結成した．そして、5月6罠の第3翻

協議会で、廷会党の提案で民主戦線共瞬幾争委員会の活動として甫長公選難題

に取り組むことに決定した。5拷8欝、37窪体によって富城県費主戦線共瞬震

争委員会が結成され、活動方斜の第iに罫地方敢治の徹繊的野主化まをかかげ

た，細。毒長候補には、まず衆議醗選挙に当選したばか移の菊地養之韓の名が

あげられたが、追放令G項該当が危撰されたので、総懸盤察連会長の佐々木更

唾［
O
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三を躾補することに浪窪し、声瞬書を発表したσ伽

　ところが、鑑々木更三は農浸縫合運動の発展に全力を繧漉するのが§分の責

任を負うべきことと主張して、立候補を辞退した．佐々木は鹿沢の影響力を禁

内の農民運動に拡大して、それを地盤に覆敢に参醸することをめざしていた。

それでも、民主戦線派は佐々木を強く推薦し、蕪野吉央箏議が推薦人となって

5月i3馨立躾補を届け鑛てしまった．佐々木は麟台毒長になるつも彗は全くな

かった磯、．縫会党は、iか月麟の衆議銑選挙で紬食毒における第一党（権韓

得票率29、5％、ただし二名連記麟〉の得票を獲得していた．したがって、革新

勢力が市民生活に直接かかわる政策（メーデーでの統一要求書〉をかかげ、無

党灘屡も結集できる市長躾補者を擁立し、総力を濫げる選挙体麟を下から購築

していたならば、保守候補の分裂・鼠立を条件に勝利を殺める雇能鑑もあった

と思われる。しかし、革新勢力の幹部には、労働・農浸運動での捲導権獲得と、

それを地盤とする羅政への進懲というr高い志墨が強く・また盤台毒の葦新灘

のなかに懸食費主霞致を象織する人物を晃鐵せなかった。

　最後まで蝿慈がもたついたのは、保守各党と麟台南議たちであった。露出党

では、大石倫治支部長が膨馬するうわさが伝えられたが、党務に専念すること

になり、早／11忠は戦時牢の恩顧から再び渋谷死毒長を支援することに二な吟、独

自候補の擁立を藪念した．進歩党の麟台毒組織は、南条秀夫支部長の病死と宮

城遷方党の浸透によって有名無実となっていた．衆議醗選挙で県内に3名の当

選者を幽して躍進し、鱗台憲政にも影響力を形成しはじめた宮城地方党で1嵐

中心大効の遠藤夷祭議の鐵馬が連月中旬から予想されていたが、遠藤は病気を

建虫に出馬を麟辞した。露会議員や桑議クラスの地方党幹部も、躾補擁立に動

こうとしなかった．それで地方党系の絵台南議佐藤春治、森購盛義らは戦時中

に鶴台塩釜総合開発謙遜を立案した金森誠之を擁立し、千葉三鰯知事と拝一と策

次郎、遠藤実、詑村文衛ら地方党幹藻の了解をとり、地方党として金森を推薦

することにした。地方党は、金森が幾台霧の戦災復興事業に最適紐と主張し、

締め籔海当欝の5月蔦韓、推薦・立候補を麟け愚だ（禰。
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　紬食毒議たちは、5彫6臼、保守系候補ぶ瞬麟、渋谷、金森、佐々木（家〉、

由襲と鐡揃うと、燧々の判漸、入線で各候補と結合した．渋谷には7～8人の

市議しか支援者がなく、逆にかって渋谷鰻選難産を実現した斎会主流の市議給

人が反渋谷の霞縁から岡綺支援に参集した。金森を推したのは地方党系と愛妻

瞬盟の一部の市議8人であった。佐々木（家〉、虚照を支援した糞議がいたの

か不瞬であった。斎会を毒長公選に導く契機をつくった愛霧懸盤i7人は、渋

谷i、岡綺9（中野忠治を含む〉、金森7（桜井亮英を含む）と三つに分裂し

てしまった｛騰。

　選挙運動舞鶴は、5薄欝～露鋒のわずか違欝閥で、渋谷．出懇爾候補鑓5月

欝醸こ立候補を取鞍消して金森支持を麦隣すると、選挙戦は保守講士の遜綺派

と金森諏の勢力争いとなった．麟台南には、食糧・住宅・戦災復興・戦災者撰

揚者救済など帝政の課題が鐡積していたはずである撰、毒政をめぐる争点は、

公選の方法から毒長候補者に移行しただけで、それらと上記の致策的争点と摂

結合されて譲じられることはなかった。

　それでも、5月露醸龍脳番丁の松竹験靉靆で麟綺、渋谷、山霧、姓々木（家／

の連人の立会演説会が闘麗されると、有権者の男女市民は会場にあふれ、聴衆

から活発に質問が飛んだ．

　ゼさて聴衆との質疑応答に入ると場内は俄然活気を呈し、一度に数人も起ち

　上って瞬び鐵すといふ始末、その中でなんといっても開題となったのは饗下

　の深亥彗な食糧幾題で減醗をどうするかと質擬すれ、ば、騒氏岡句構琶藩こ空地の

　聡懇、農村への生産慈援、肥料農機具の提供などをあげる、しかし聴衆はそ

　んな生樵るいことでは待てぬ、今すぐどうしてくれると追究すれば、瞬氏と

　も沈黙、それでは人混警邏と摘発を認めるかと菓婦人解緯べば、照氏顔を見

　合せ来るべきものぶ来たなと警誠、結局現行法規ではむづかしいと巧みに逃

　げたが、独吟某躾補、甫民の輿論がそこまで行けば、それもよかろうと、う

　なぎのやうにする鞍と身をかはしたあた瞬まさすがに老獲なものま備

　瞬綺灘は、経済界、教育騨での組織戦で優勢を維持しつづけ、ポスターやビラ
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の大量宣伝戦でも飽海を罷倒した。さらに、市教員総合を動員して、児童を通じ

て父母に投票を依頼したり、父兄会に名を倦瞬て有権者を学校に擢集し候補者渉

選挙演説をおこなうなど罫醜懇、獲態まを演じたσ秘金森候補は、結局東京に

滞在したままであった。5月ig霞の縫台南長選挙の結果は次のとおりであった。

簸台斎の衛長公選選挙（雄蘂年5月簿鶴

　
　
　
栄

養
数
率
崎

権
票
票

有
擾
擾
岡

麓6，6？5人

57，醗g票

　4i．8％

松（商工経済会理事長〉

金森誠之（元懸台土木事務療養〉

佐々木　更三（労饒総構盤察連会長〉

佐々本家寿治（元集会議長）

2護，226票

2i，758票

9，欝3票

i，i75蒙

　当馨は、久方ぶ穆の軒天に恵まれて、多くの毒民は農村に買い虚しに行くか、

映露館の麟や簡市に行講をつくった．毒長選挙への一般常民の関心は低く、

薪候補者の貧園ま縄、と政策的・勢力的争点の不競がその源霞であった。開票の

結果、瞬蕩は工場地域の袋町、燧辺農村の西多賀、宮城野、六郷、中綴などで

金森票を瞬き離して首位を獲得した。逆に金森は縫南街の荒町・連紡・溜ヶ岡・

上杉霞、八繕でi位を虐めた（箔．次点の金森は、東窟で新聞記者に、政治家

は姓にあわないので辞退するつも参だった、披講家として鱗台復興に霞分ぶ必

要との意見に従いお弾き受けしたわけである、と語った磯。

　5月2臓、市会協議会では、金森濠の森解毒議が投票率鱒抵すぎる、最高得

点者の運動に違寂行為があったと主張し、甫会内で選考をや穆薩すべきである

と提案した。しかし、響野吉夫市議が聴会の公約にもとづいて最高恵者を素

直に推薦すべき窪と反論し、賛成考が多かった｛働。5月23雛、継台布会では、

なお金森灘癬抵抗したため、満場一致で公選結集を尊重し最高点者を推薦する
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ことができなかった。瞬綺候補を推薦することについて可沓の採決が実施さ為、

鎗鱈賛で岡麟栄松を紬台議長候補とすることに決定した醐．選挙戦が低調で

あったため、帝会に事実上推薦権ぶ留保されたといえる。この毒会当雛、民主

戦線共瞬縫争委員会は、「愛撫会議員は戦時申の選趨にかか瞬、もはや新事態

に応じ得ねこと」を理趣に毒議総退瞳を要求し、腔藤議長に淡議文を堤離し

た㈹1。纏台議会協議会は、これ、に嬉しr進退は議員各霞の自由意思三と答え

て総退陣の要求を極否すると、義会党の葭野畜議は不承意な解ら単独辞表を提

鐵した｛纏。

　6舞欝欝、岡綺新市長は辮登庁し、潅役辮内の人事麟新、機講改革につづい

て戦災復興、土地獲麟整遅事業を推進していった。

　§　戦災者・引揚者σ〉驚内会民主化運動

　薦長選挙が終了すると、無台棄民には食糧危機が邉っていた．また、戦災者・

撰揚者はi万6，0奪§轡1帯に達し、その生活保緯がひきつづき薦致の課題であっ

た。そして、それらの生活・生存要求と結合して公会（町内会／買主化が市民

の闘から提起されていった。公会民主化運動の提起は、毒長公選運動を継承し

補完するものであった。

　捻薦年5月からの端境期には、食糧墓地の宮城県でも食糧危機は深麟乾し、

絵台、塩釜、石巻の三斎と票読の本吉纏では餓餓状態におちいった。6月鴛箏

には、譲台覆土臆公会の往疑代表7§名が来よこせデモを実行し、知事官舎を訪

聞して食糧難の窮状を錬締した騰。6擁のiか層間の配給は、葛醤から2嬢

の遅醍状態に置かれ、霧民の桑峯馬への撹判がたかまった｛繍．しかし、宮城

の食糧亀機突破運動は翻給行政に主要な責任をもつ桑当講主導で麗麗され、ま

た民主戦線勢力もそれに協力したので、食糧開題で纏台憲当緯の責任が問わ為

ることにはならなかった。珍羞6年末には、鶴台毒は木炭餓鐘におちいった麟、

鱗食毒当馬は燃料対策本部を設置して木炭の集荷醍給権を獲得し．岡麟薦長の

瞳頭振揮によって毒蔑の非難をしのいだ醗．
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　懸台毒の公会長たちは、すでに畜長公選運動の中で、住疑の量論を背景に青

鬚愚や講会から露立した政治的主張を表窮するようになっていた。そして、毒

当縁が掘集する公会長常会とは馨彗に、6焉7臼r公会長問の連携を緊密にして

公会の畏主的運営に努めやうと新たに公会長会解結成され∫㈱｝、7携25雛桜

瞬神宮学猛の朝倉久松を会長に選濃して結成式を醗催した。そして、麟台毒の

醍絵漆泊米はi合とな滲、鮮魚・海藻などの代替贔ばか瞬こなると、公会長た

ちは8層末千葉知事を訪問し罫毒費は塗炭の苦しみを続けているまと追って、

軟から白米3合を醍給するよう要望した（紛・

　しかし、このような公会長たちの動鶴に薄して、学匿代表の1人として市長

ノ越蟹ア禽藤春潮キ簸小企罵の青塑奮誌は．新擬紅投書してヒれら18態依然た
」Lへ爆管｝グ閣　）’）詣嗜廻渦八八｝－　／　、誌回仙唱呵

る人々によって、はたして公会が急速に疑主紀されるかどうか、幣原さんが吉

緩さんにかはってみても急に民主隣家に転海するものとは考へられぬと隅棟で

ある。よってこの際．公会畏以下幹部は一度総退瞳すべきであるまと内部撹覇

の声をあげて、公選によって嬬人や蕎蛙年が公会長に起罵されることを期待し

た｛晒含

　騰時に、灘毒街地霧辺の集合住宅では新しい公会の活動が聡始された。薦麓

薩部の取繕住宅公会は、戦中から戦後に住宅営霧が建設した公営住宅に居住す

るサラ今一マンと瞬揚者・戦災者によって構成された糠売人は一人もみない

といふ変った公会で」、6月i黙こ律勢堂公会から分離独立すると、瞬揚考が公

会長となり、すべて委員会舗度で醗給などの公会運営にあたることにした醐｝。

講様に、燐内追想の営毯追廻住宅公会では、全員が戦災者・携揚者であり、住

民が公会民主瞬盤を結成して公会畏などと協力し・食品・燃料の統麟縫合と交

渉して住宅内に3か所の醗給・直売藪を設置させるなどの懸地型の住民運動を

展醜しはじめた懸｝。

　そして、この追魑公会疑主翼蟹が中心となって、ゼ戦時中の惰性で運営され

てるる官僚的公会を徹底的に民主化しなければ駐§だ葺〔曲と、欝肩から公会

疑主亀運動を餓台南で聡始した。これ，は、雄鍔8欝継台薦で労農者大会麟麗羅
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され、銀内の革新勢力瀞新たな攻勢を畷始したことと財癒したものと思われる。

追逡畏主翼蟹に換えて、中江住宅生活擁護会、案内住宅畏主化促進会など、纒

々に公会疑霊鑑運動をつづけてきた住民霧体は、カを一つにして電灯、水道、

野菜・魚類の灘縮などの開題を解決しようと、座談会を計遜した・そして、難

月9巽、毒役醒で27公会の有志代表i§G名嚇参集し、公会民主化優遊会を麗催

して瞬建的公会長」の退騨要求と食糧・燃料麗題の解決をめざす毒甕大会を

員月灘議こ醜くことを決議した（絡。ところ癬、その前彎の簸屑8β、吉醸内

麟はGgQの命令によって公職追放会を地方公職に拡大する閣議決定を発表し

た。そのため、公会長一新の量譲がたかまり、鶴食毒では戦時申から公会長の

職にあった者ばか吟でなく、多くの公会長瀞辞蕪の意欝を表覆しはじめた。ま

た、盤台毒は麓月猛暑この公会長一新を機会に公会鰯度の民主化を促進すると

発表した｛働。さらに、継台毒は今後の公会長選挙は蟹致選挙と購一形式で行

なわれ、新公会長には事麟に資格審査解必要となったので、選挙方法の綴則に

絶する勅令が建て、公会の規程斜改鑑されるまで、現公会畏摂在職するよう要

望した｛9㊧。

　そのため、公会長退隣を要求しようとしていた下からの公会民主化運動は、

外からと上からの町内会蔑主化政策によって、方向転換を余儀なくされた．公

会民主化促進会は、革新政党．労働縫合、引揚者属盤などとともに．宮城漂下

労農市民大会の実行委員会に参擁し、千葉知事、岡綺寮長に薄する嚢労者の統

一要求の中で、公会畏主化や帯疑生活の要求を実現していくことにした（鰍。

豊月28韓、麟台南で瞬催された宮城票労農斎甕大会は、2万の市費を動員して

メーデー以来のデモ行進を展麗した。そして、実行委員会は昧三合醍総の蹄

時籔行」以下の欝項嚢の要求書をたずさえて、漿、毒、購務局と交渉した。岡

瞬薦長に薄しては、匿公会、部落会の疑主｛雛吟1揚者・戦災者の毒民税免除ま

を要求した。交渉懸と市長の醗では、①簸月末馨までに追敏該峯の公会長を総

辞職させ、速かに改選を行なうこと、②顔役の名誉職を一掃するため公会長有

給麟を実施することぷ合意された．また、瞬綺市長は戦災者・§腸者の薦民税
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雄蕊年の寮長公選運動鋤（窮月俊洋／

免除と、これ’らの開題についての毒当局と民主極体との協議委員会を設置する

ことにも疑意した（鰍．

　労農毒民大会実行委員会は、鴛月i鷺莫麟の継続を確認し、12月貿目生活権

確保、憲霞内閣打倒蟹浸大会を約3，⑬倉春名の参撫で挙行した。そして、その要

求書には雇罵や賃金、農地改革などの生産点の経済的要求だけでなく、醍給、灘

料と住宅の確保、引揚巻・戦災者の生活確保など市蔑の生存権にかかわる要求も

含まれていた、，驚。i璽7年i鍔9馨、宮城漂の縫美嚢覚、労農畜疑欝体は・吉欝

内霞打倒実行委員会を設置し、鉾年猛鷲の労農斎甕大会と舞舞の吉穣内麟打倒覆

民大会の決議文の内容を一つ一つ実饗することを決定した．そして、まず察と薦

に封ずる要求から解決していくことになった｛鱈。そして、i月22欝倒篤実行委

員会と労縫其瞬委員会は合同会議を麗き、i肩28韓、中央で挙行される吉照内瞬

欝蟹危機突破匿民大会に呼応して、膿下6か湧に5万入・磯食毒では2万人を

動員して羅漢大会を開催することにした．そして、その決議案には、弓1揚者連

盟提案の曝戻税の再査定と覗揚・戦災春の免税」および公会代表提案のゼ燃

料の確保」が含まれていた齢｝。

　i焉28馨、醗民大会当弩の決議文では、吉霞内魏即時退陣、戦麗の公職遽放

とともに、r民主麟体による果敢・幕致への監視の承認とそれへの一切の緩簿

の公聡、果敢・甫致に絶する各種会合の公灘撮灘という地方政治甕主化のた

めの行政椿馨公醗の要求が揚げられていた。宮城桑における二・一ゼネスト運

動は、県渓諸踏懸の統一要求の提示の場であ警、講時に、地方政治民主化運動

のど一クでもあった。

　戦災者・引揚者の毒蔑視減免問題は、謄邸年玉月になって、薦民に納税通知

書が懸けられると、購綺毒長の約束は事実上反故にされていた。しかも、継台

毒の畜民税はインフレと財政難のために酢年度の蔦馨藩以上にはねあがってい

た。それで、戦災者・弓1揚者は瞬鋳帯長に対して技議行動をおこした・i鍔7

韓、宮城野住宅、中江住宅、廿人町などの戦災者・引揚者住宅の公会代表欝§

名は、岡麟講長と会見して納税令書の返還を決定した。さらに・i月8鎌こは・
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商民大会の交渉委員が謙長と会見し、戦災者・瞬揚者に課税したこと、民主懸

体と協議しなかったことは約束違反であると追善、毒長に練謝させた（圭鵬。そ

して、課税基礎調査の委員会を毒綴（薦盛潟、毒会議員、公会畏／鎗名と講民

大会実行委員会｛麹鎗名によって欝成することに合意し、i薄欝警策1麟調査会

を絹催した｛墨礪。戦災者・弓1揚者を纏い手とする幾台甫の公会民主化運動は・

二・一ゼネストをめざす革新勢力の運動に合流することで、税務行政への住民

参藏を実現したのであった．

　縫方、鹸台南内の公会長は難妬年稔月中旬までに盤名が辞住し、算3名全員

の辞職も予想されていた。また、市民の中には公会を廃止してig鐙年以前の小

地域の町内会や§治会に復帰する動きも現われた｛董紬。そして、公会長潮遮敏

さ為た公会では、逡焉中旬水野通北蔀、宮城野公会などで公会畏公選が実施さ

れたが、宮城察地方課は改選麺蟻を撰示した｛鵬。銚食毒の公会議度は、公選

麟と有給麟の導入で大きな簸露に立っていた．

　欝47年正月2膿、GRQは町内会・離落会の廃壼を指令した。幾台霧は、現

公会を単位に全員入会をたてまえとする任意癒捧の露治会、学籔を単位に察治

会連合会を設置し、窮吏員を事務員として連合会にお》・て串当驚との連絡や醗

維行政の家鳩機縫を維持しようとした｛i鰍。また、公会民主化運動をおこした

燐内追魑公会では、自治懸棒として追鰹住民会議を結成し、更講議長を公選で

選鐵することにした（玉働。しかし、政令により町内会類似の察治会は完全に解

散することにな鯵、餓台市はその鰐椿策として、学区単｛立に鐵張携を設置し、

5月鶴舞から事務を経始することにした．追翅住罠会議と八耀住宅疑主会も5

月4馨、住民大会を麗催して解散した（，鋤。公会民主化運動はこれで終生符を

うたれた。
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　第3章纂2簾　注

韓　灘載薪鞍欝45、雛．圭r払下勃資に醜馨鍬　　瞬iL2陣舞倉町長懇嘆近く取講麗始ま

鱒　溝北新鞍簿蕊．簸．艮暫後任町長躾補ま

麟　隔子島竣治　1鱒3～鰺騒年　嚢蕎町生まれ．早穏蟹大学卒業、欝27年蟹渓新

　題入廷、政治部長、論説委員をつとめ、露37年艮政党に入党しi艇2年衆議醜議

　興．大政翼賛会の講査離長、宣伝部長。嬉菊年公職追敏となる。ぎ藩澤多妻男主

　ぎ藤澤幾之韓葺の編集に縫事した．

轡　湧靴新轍縫6、魂．2珪線石購長も一般投票で決定蛋

（5）湾乾新鞍i鱗6．4．29騨浮島氏当愚

〔§》湾載新鞍簿4彗．違．3暮郵送義上の問題3　舞舞新鷺（宮城蔽〉ig鋸・5・i　rぎ石町

　蔓醗子島民が当選ま　宮城県当馬は．勅任官もしくは斎長以上ぶ公職遍敏該当
　　　　　　　　　　　　　　　　　サロ　　ヨ　リヨけ　　ぼ　　　　　キ　じレロセぴロゴ　　　　レ　　　　　ゴハ　オけザ　コ　　ロ　　ド　　ハ　　　　ぱフ　ホ　ぎ　レ

　者となるが、跨村長は法規上聞麗ないど讐難しに。欝解午i月。甑興丁風騒

　公職追敏の拡大で町長を辞任した。

鱒　守屋栄央　露84～爵73年　遠羅穰生まれ。欝欝年東京帝大（法〉を卒業し内

　務省に入む、韓舞総督驚庶務鶴長、内務省歓会縁続会部長などを錘紐、懲28奪

　無湧羅で衆議鶏に当選（連続6期〉。政友会から贈勲会に羅し、！9誕年農躰政務

　次密に就妊。戦時中は大政翼賛会率央駿力会議委員、大藏本聡舞連盤総裁をつ

　とめた。欝麺年裸代塩釜毒長、曇総年公職追殻。

織　　匿塩釜毒虫羅　本編至鱒ig86年、塩釜毒、6臆～62iぺ一ジ

轡　岡麓新鞍欝妬、i．静F桜井毒議擁立と韓土駒役異格読ま　講2窪7新塩釜議長闘

　題難航を予想ま　属2．22罫毒会を三分塩釜旛長総懸で暗雲ま

麟　読売鞍知懲蕊．3、欝新塩釜議会市長と第一豹役の嚢騨寺退陣を要求ま

溢！　ζ塩釜毒受難　本職至麺珍8§年．塩釜識、68§～6雛ページ

麟　溝詑新鞍欝妬．4．鍵罫各諏躾補玉名づつ」

鰭　海載新鞍欝妬、塁、雛盲震釜でも議長公選の機運淫

麟　読売報知（官妓蔽／i鱗6．4．23臨釜でも公選有力ま

　　読売鞍知（宮城蔽〉鱒4§．逢、23r毒浸の総意で選蕪…、塩釜市費大会の決議ま

嶋　安蔀俊吾衆議號議員、小松寿虜衛絹町内会長、樗至難蓋躯助役、粟野豊豹毒

　会議長、桜井辰治市議

瞬　溝載新韓雄蕊．淫．籔「震釜議長を公選市会揚名の五候補を直接綬鶏

麟　河鹿新輯簿蕊．護．26罫糞権者は廿歳以上の男女匪
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麟　灘認新穀欝蕊．壌．器F廿八韓藍接選挙、捲名候補は一畿　塩釜南長公選本極鵜、

　読売鞍知（宮城騰醗6．垂．25臨釜藁新灘へ議蜘、毎舞新鶴（宮絨蔽〉ig46、

　婆．26夢塩釜寮長は欝鍛立候補重

鱒海詑新幸灘§妬．違．％罫取纏をどうする達

鱗湧北新轍鰯、彗、2gr桜井力趨愚

　　桜聾凝治　欝92～欝77年、塩釜議生まれ。皐穂懸大学卒業、製氷倉庫支愛人。

　懲鍵年集会に疑政党から立躾補（落選〉、簿菊年塩釜霧長とな撃、臆67年まで連

　続5幾薦長をつとめた。

瞬　海乾霧鞍鴛46．5、5r町会長公選の先陣隣るま

鱒　岩綺孫八　鰺88年生まれ、予備陸軍中盤。姦鰹軍人会春巻町分会長をへて、

　簿37年蕎巻帯会議員に嘉選、欝38～46年春巻市長。

醜　匿ズ巻歯虚　鱗貸霧1協無体　．叢楽書岱斎　ウ灘ぺ一ぐ》
駒等　　　　管一Rゴδ賄」人　　　男マU一盛～沼　　↓」り、ノー「、　　ト4一嫌－鱒ヰ眺∫ノげ、　岬本年　　　　　’

鱒　銑藤勝雄匿石巻の大鑑・醗秘蒼巻舞舞懸濁鮭、鎗88年、捻2～欝7、賂2ぺ一

　ジ。なお、疑毒茸5～鋸6ページの市長公選についての記述は誤記が多い。

瞬　溝乾新報蓬鱗2．5．27評気を暖く新人ま

韓　　影石巻市史　第3巻垂2§§ページ

麟　海詑新輯懲薦、2、欝軒入費管蓬決議、君巻の共産党市費大会ま　読売鞍知（霞

　城版〉雄蕊．2．臆F蒼巻常費大会墨

鱒　読売艱難（宮城蔽〉欝妬、3．5「爺長推薦は改選後に膣　海靴新報玉鱗6．3謹i

　　藍嚢麟石巻毒長辞表提鵡　　毎騒新鷺（宮誠蔽〉ig46．3．捻塔巻後任薦長局題i

舞　毎銭褻露（宮壊懸〉臆蕊、3、蔦響町肉会長公選、石巻の残生化淫

鱗　毎舞新聡（宮城蔽〉欝46、3、2§隣人の棄権少し、石巻町内会長の選挙達

鯵　毎警新縫（塞絨蔽〉婚46、4．5ダ蒼巻毒畏選挙、毒協議会で執行と決るま　読

　売報知（宮城版〉婚薦．遵．6「難時選挙漂勝つ」　海難新鞭欝4§．遵．賀肝後任議長、

　公選か鄭決か、市議連頻嚇こ暗躍圭

鱒　溝載新報欝46．遵．騰落石巻、斎疑大会で公論に慈ふ圭『石巻の獲隻第欝巻　資

　料編獲　近・現代編垂鯵鱗年、石巻毒、鷲8～越9ページと参照。

鱗　溝詑新報婚妬．4．23ダ石巻甫長公選、市費大会決議ま

鱒　溺北新韓欝鋳．護．麗ギ春巻毒長も公選ま

瞬　毎馨新鰻（宮城版〉婚総．5、至紅海畏公選は激戦謹　海乾新報i鱗6．5．2蓄十二

　舞一般投熱
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欝46年の毒長公選運動麟（窮月俊洋〉

　で態度決意ま

　　堺　試憲　欝88年、栗原綴生まれ．棄詑帝大（医）卒業．堺氏の養子とな瞥

　欝22年から春巻事で医院聡業．戦時申は警鋳震長として岩蕩支長を支えた。婚邸

　年護月まiで蕎巻議長。

籔1海難新聡懇蕊．5．慧r蔑騒な帯長公選に薦費反釜ま

縷　読売新縷欝薦．5．23r毒会立直し等毒長に意見書淫

縫毎鋒新顯（宮城版〉ig46．8．鰺瞳方浸主化への目覚め十三講町轡が公愚

鱗　溝詑新難鱗6．5．5嘘鐵すでに麩名淫　講5．9菱織局獲氏に確定ま

鰭　毎韓新懸欝46．5．8ダ春巻鮭会党支離薄立ま　溝詫新鞍雄蘂．5、簸r縫会党支離

繊　読売新縫欝妬．5、7新公選市長には良主釣人勃をi　講5．簸昭巻異主戦練墨

縛　舞舞新羅雛蟹6、5、錘ダ石巻市長、堺氏が当選圭

撲票鐸

嬢弩25欝

婆舞28濤

4擁器翼

5拷i2脅

5羅舘
5擁25舞

5爆2搬

5薄27緊

不　　瞬

不　　瞬

7月7舞

7羅i7韓

公選1翼施策断韓

遠瞬都講郷村

メ彗織部海看町

塩釜撫

養巻帯

縫台毒

メ噸部福灘材

柴欝都金ヶ瀬村（無投票〉

登米部来出村

遠覆羅小字霞町

饒生鄭赤i建替（無投票〉

登米部癖方材

登米部登米町

網　読売穀知（宮城蔽l　i鱗6．護．鍛r台緩たった一躍、畿台市当局の大難星ま　湾

　詫新難i蟹6．嘆．簸夢いきまく喬権者、麟台で大量一万名に玉

露　誘詫新鞭醤4§．4．欝罫今林継台毒長辞職ま　毎嚢新灘（密絨蔽）圭鱗6．壕．腫

　「南長の辞表承認、紬台名簿騰落み波紋ま

総　毎韓新灘（宮絨叛）簿薦．護．慧「晦長の辞職と内務省の見解雲

鶴　読売鞍知（宮城叛〉簿妬．蓬、鍵「今替麹台毒長辞表を提鐵3　溝詫新穀簿46．護、

　鳩罫後紐の懸台確長選患方法につき論議ま

　　　　　　　　　　　　　　　一65一
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総1　灘嚢：新幸蒙ig蟹3．蓬．i§事後餐…叢長問題で珍らしく論戦ま　毎欝新縫i§46．4．2（｝

　聡1台市会編議会南長雛薦を協議蓬

鱒　中野忠治　鰺鍵～ig75年　難生部生まれ。ig2i年弁護士となる。欝23年長谷

　鱗睦躯解経織した立憲宮城膏年会に撫わ拳、珍37年罠政党から娘台南議に当選。

　謄鎗年麟台弁護士会醗会長。欝蓬2年毒会麟議長。

鑓　溝詫新報聾妬．4．鎗ヂ愛糞講盤結成、公選滋の毒議連≦　読売報知（宮城籔〉

　欝4§．畦．溢ゼ継台帯会に愛妻瞬盟ま

鱗海乾新轍g郵．透．2蟹和み望む市長ま

麟　溝詫新難欝46．4．22ξ公会代表を交へ推選母棒を搾るま　読売鞍知（宮城蔽〉

　簿妬．塁．23　F鱗台毒長公選決る公会を母体にま

瞬　読売輻知（宮城販〉i鱗6．4．2蓬ヂー般に性感藤

織㌔　醸嘆野薮輯モ負遜9左ラヘ　陸手鎖　　叢薄の〃ト差響1
》響　　　　　ダ　」　中尊匂4フ｝弾器り　古V　嘱　尋　｝　一V　　　　　一世一　　　　　一曝‘　’牌　　一　　｛蝿」

晦　敏台毒の町内会（公会〉数は、設立時の欝鎗年豆欝で露連合会3厳公会であっ

　たが、臆43年糞力に、罵辺5か対合鎌に伴う新南誠での公会設立と戦時行致機

　購の纏素化を選浅に、規定が改亙されて羅幕内i艇公会ほ8連合会、新市載6蓼公

　会、合爵23学誕（連合会〉鯵遵公会となっていた（蓼韓台の経蔓妻姫7§年．紬台

　薦による）。

鱒　爾誌霧報欝薦．護、28「一般投票論有力、継台毒長公選方法簾議ま

麟　涛龍新報欝46．5．i薪帯銭の一般設票で、学薮代表ぶ擁顔合せま『継台旛吏続

　編　第i巻鮮g69年、譲台南、i鋳ページを参黙。

鰍　湾麓新轍g45．難．藩「公会の貫主化へま

　　溜詫新報欝45、鴛．蔦ゼ経説　公会麟度の撹覇圭

　　溝詫新鞭婚菊、謹．22ゼ一斉に街頭デモま

　　濁詑新報簿総．4．28賄費甕接投票、縫会党で決議墨

　　溝詑新穀雄蕊．5、i　r各党と鍵携し公選蟻成鶏盟並　舞舞新聡（宮城版〉1艇愈

　5．隻r銓衡母ぞ本撰…斥ま

　年、労働旬鞍被、蕊～S毒ページを参黙．読売新聡（宮絨版）i鱗§．53　ζたくま

　し一万五千の歩裁までは、バルコニーで春舞庄次躯と池灘哲太館み郭公靉靆答三

　瀞行なわれ，たと報じている．

繍　溺詑新報／鱗6．5．4噛密立躾補による毒責め一般投票まぎ糠台の麟虫垂欝8§

繍

麟

麟

鋤

購　海詫新報総総．5、2瞭長を一般投票で公選せよ3『宮城察労鱗運動史茸欝79
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欝46年の薦長公選運動麟（窮月俊洋〉

　年、紬食毒、貿9～4霧ページを参窯。小委員会委嚢は、〈薙会〉中野患治、清水

　源太鰯、鴻巣栄一、綴醤亮葵、上騰名戯雄〈公会長＞蕎籔友吉、勝勢孝太郎、

　今聾幸孜臨、亀毒耕灘、長南孝平

懸　羅麟栄訟　麹82～欝6§年、名取謬盗まれ。宮城麟範卒業、漂内の小学校長、

　桑橿学をへて婚騒年東京毒役蔑に入移、下谷、大森区長、電気局電灯部長を歴

　任した．第縫～露代麟台南長の渋谷徳三郎と類骸の経歴をもち、鯵34隼8懇、

　渋谷再選、三ヨ選の時に次の毒長麟i補とうわさぶあった撰、渋；谷南長灘に難比さ

　れてきた。i鱗3年練醗のため縫台に撮む、県瀦工経済会の選事長をつとめた。

　工9薦年5月、待望するこ雛2年にして鱗台南長に蚤遷し、継台復興と土地麩嚢

　整遷事業を推進した。欝絡年の毒長選挙をめぐ吟島野武派から犠票不正」の

　異議申し立てがあ惨、懲57年鴛弩最高裁撰選挙無効の決定を下して毒長の資酪

　ま暑ル　＿轟
　■こ入’ジ’一〇

鱒　由籔歪一　嶽穣製菓重役、森永東詫籔売会纏縫長、蝕台霧議2驚、宮城県議

　3甥（敢友会〉をへて翼賛選挙に立躾補《落選〉。

鱗　金森誠之　鰺92～鯵59年　麟敷舞集盗まれ、i雛5年東京帝大（工〉卒業、醜

　務省に入珍、珍38年継台土木鑓張漸長とな吟鱗台塩釜総合翻発計薩を立案し、

　その後名取耀酸修・釜携ダム工事務辮長をつとめた．数戦後は、東京で玉鉾土

　木建築総合醗究癬畏み職にあった。

　版〉ig妬．5．欝r躾補に盤々本氏茎

輯佐々木更三ゼ炭焼きから饗中のかけ橋まで書臆72隼、大震然鐡額、97ページ、

　溝靴萩報続編蓼本音で生きた八十年離々木更三嚢伝雲欝84年、ぎょうせい、鐙3

　～欝5ページ

　　海誌新鞍鴛妬．5．蔦ゼ地方党、金森氏を支援≦

　　灘北新報欝46．5、賀罫推薦の責渠さず、纏台斎会結騒鰹々の律動蚕

　　溺載新報欝46．5．聡ダ聴衆と活発応醗、減醍どうする璽

　　溝麓新報欝妬．5、鰺ギ教員経合の行動に葬難の声輩　瞬5．欝「運動に学童、携

　の盤台議長公選に汚点謹

韓　海詑新報i鱗6、5、騰ダ選挙は女罵まかせ≦　毎霞新鹿（宮絨懸i〉工94§．5．2i

緯　溝詫新幸灘§塁6．5．質rさびし》、稚き台毒長候補達

縛読売新篇（宮絨版〉醗6．5．8眠主戦線是董揃ふ3

鯵　演説新幸灘g46．5．9軒盤台市長躾補に佐々水蔓三民擁立ま　読売新羅（宮城

鰺

鱈

騰

瞬
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　F盤台毒長瞬鋳氏当選雲

鶴　溺載穀鞍懲蘂．5．騰瞬鋳氏が首位∫　読売新縫（宮城蔽〉雄蘂、5．饗職綺

　栄雛氏が当選達

磯　溝乾霧軽蕊9遵6．5．24職台の復興に緯綺錠に臨か

麟　読売新鹿（宮城版〉雄蕊．5．22罫あす緊急市会ま

鱒　読売新篇（富械藪〉ig総．5．25新繊台市会決戦投票、購麟氏を推薦謹

鵬　海詫新鞍ig46．5．24ζ薦議、教維幹翻総退騨を要求∫

矯　溝誌新報欝46．6、8「罎野露議の辞職確定ま

蟹　毎賢新驚（宮籔飯〉謄薦、6．姦r緯台毒蔑が来よこせデモ∫

麟　灘詑新報難郵．7．逢耀醍大捷歯なみ、空手形代替でお茶濁すま

鱒灘ヒ新轍g蕊．鴛、26騰長さん纏頭に木炭餓謹突破へま難228「木炭醤

　署蔑繊づ還｝
　ノ」　麻一風粋T　j

鱒　読売薪臨（宮城蔽〉雄蕊．6．9菖髄台公会長会生嶺

麟　読売新羅（宮城蔽／欝妬．警．3ダ三合醍絵実施せよ涯

籔　溝北新馨婚妬．6．鴛r公会の酸親

鱒　読売新縫（宮城蔽）謄46、6、4罫運営は委貴趨で、継台毒に生まれた昆主的公

　会ま

雛　溝詑新報雄蕊．9．欝「追廻公会、毒に訴へ趨る3　瞬9．盤新直売湧を設置、追

　廼公覇望みを果す3

醜　読売新鹿（宮薮蔽〉鯵46．憩．24匿公会の践主化へ座談会獲

麟　溝乾霧軽欝4§、登、雛ダ公会喪主乾瞬ぶi

麟　溝魂新輯i鱗6．簸．魏臆敏される公会長講

麟　溝載新鞍欝聡．聾．28「後釜決定まで在職涯

鱒　溺詫新穀鯵嚥．塁、24F二万市浸参擁、二十八舞労農大会ま

鱒　講説新報雄蕊．鷺、鎗r米だ酵で主食受給、労農薦疑大会に桑懇答ま

翻　読売新潤（宴城版〉懲薦．稔．露「鰹鰻馨疑大会ま

鰻競売綿獄官絨腕1鱗7．i．鑓培鬱病閣打倒へ雲行委貴会蛙

鱒　溝龍新鞍捻47．i．23薪二十八舞、本祭でも饒閣大会墨

欝　読売新概（営籔版擁鱗7、i．29ヒ万のデモ察榔の轟瞬蕎蟹危機突破羅民大会」

　　毎羅新雛（宮城鵬1947．i．2g曝庁ヘデモ行進」

麟　海詑無難欝47．1、8罫懸台毒課税の不甕認める」　読売新聡（宮城蔽〉欝47ユ、
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欝蕪年の市長公選運動／3／（窮月俊洋／

　欝新講長遂にカブトを轟ぐ∫

麟　湾詫新鞍臆47．i．9「委員会で労農海異代表窪　瞬L貿「購告麟で課税額を査

　定、鱗台秘の毒渓税調査委員会達

麟　海靴新鞍婚蕊．鴛、i職蜂に立つ公会麟疑主化の声嚢まるま　購鴛窪6「公会

　は構遙へ行く、小雛駿糠こ復帰の繧翻

瞬　溝北新幸灘鱗§．鴛．露ヂ公会長改選待ったま　毎韓新翼（宮絨蔽〉雄蕊ま乞懲

　「公会長に電産の縫上当選ま

鵬　談売新鹿（宮簸蔽〉鴛葬．2．5軒公会廃豊後の機構成る≦

瞬　読売新羅（宮城蔽〉懲解．2．猛駐艮会議猛る、追越公会に新しい窪治形態墜

麟　毎環新懸（宮薮版〉欝毅．5．7r鱗台も馨治会廃豊の縫懸ま

小　括

　鱗なぜ，富城県で最初に蔦蔓公選運動が成立したのか。

　穣食毒では、懲30年麟後に毒会の毒長選考をめぐる紛糾を契機として斎会翫

判から毒長薩接公選の主張と運動が成立していた。また、数戦直後にも宮城寮

内には、いくつかの首長嚢接公選罐の提案が存在し、簿46年4月に譲食毒で成

立した寮長公選運動では、橿い手について戦麟からの連続性が確認できる・こ

れが宮城銀で最初に市長公選運動が成立した理叢と推定する。

　織布長公選の選論と運動はどのような諭達で形成され発展したのか。

　しかし、毒蔑の公選笹論は戦前の経験や数戦甕後の公選論から直接形成され

たのではなく、翼賛毒会撹判から成立したものであった．富城羅内の三毒では、

戦災復興の責麺や公職遺教を馨由に毒長辞任・後任選考問題が存在した・そこ

で、市民は、市長選考をめぐって政争を再燃する毒会、あるいは露長と妥鴇し

て毒致を停滞させる市会に嫌気がさし、継続市会による毒長選挙に幾甥的にな

っていた。そして、その盤論を無規して毒会の多数灘が市長選挙を強行しよう

とした時、甫浸の市会撹判・市長公選の毯：譲を運動に飛躍させて公選案を提示
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したのは．市会内少数の公選滅毒議、町内会長、革新勢力の三者であ警、甫民

大会とメーデーでの要求が露露立候補鰹と薩接選挙を実愛する推進力となった。

この毒長公選運動は、瞬時に翼賛毒会撹判運動であり市会総退陣・改選の要求

をともなっていた．

　（31継台市渓にとって、甫長公選とは侮であったのか。

　ところが、纏台市の南長公選は投票率4割という量的低調だけでなく、癖ら

毒民の意思が賜われないという質的低調に終わった。そして、事長公選運動は

地方講度の民主化を実現したにもかかわらず、趣台辮疑にとっては、籔態敢然

の霧長と翼賛毒会が霧民不在と政策不在の妥協・銃争を続ける事態しかもたら

さなかった．甫致への嫁気と無関心が毒長選挙後の市民の実感であったと思わ

れる。

　瞬その後の穣台南には、どのような市政民主化運動が成立したか。

　欝長公選運動を継承し補完するものとして、懲台市では、婚妬年萩に町内会

民主化運動が成立し、それ、は新設の営懸住宅に入緩した戦災者・醗揚者を捷い

手とするものであった。鶴台南における吉懸内幾打倒・二・一ゼネスト運動の

中に、市政疑主化く畜罠生活保瞳、毒致の鋳報公麗、議政への住渓監視・参勤

の要求が提示されつづけたのは、町内会民主髭運動潜革新運動の一翼を握った

からである。
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